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石灰質ナンノ化石からみた

秩父盆地新第三系最下部の地質年代

高橋雅紀・長漬裕幸・田中裕一郎事

Age of the lower part of N eogene sedimentary rocks 

in the Chichibu Basin, as dated by calcareous nannofossils 

Masaki Takahashi, Hiroyuki N agahama 

and Yuichiro Tanaka* 

Abstract The strata distributed in the northeastern part of the Chichibu Basin represent a part of the 

lower pa此 of the Chichibu Neogene rocks within the Basin in the Kanto Mountains. These rocks 

overlie unconformably pre-Neogene basement rocks (Chichibu Paleozoic and Mesozoic strata and 

Atokura Formation) along a part of its western margin, but are largely in reverse fault contact with 

the Sambagawa metamorphic rocks along its eastern margin_ The lower part of the Chichibu 

Neogene rocks in the study area is divided into the Ushikubitoge and Miyato Formations, in ascending 

order. These two formations are conformable to each other. 

Out of 17 samples collected from these formations 11 have yielded calcareous nannofossi1s 

indicating a late Early Miocene to early Middle Miocene age (CN3・4 calcareous nannofossi1 zones of 

Okada and Bukry (1980) or NN4-5 of Martini (1971)). 

1.はじめに

秩父盆地は関東山地の北東部に位置し，非火山性

砕屑岩類よりなる中新統が厚く堆積している(図 1) • 

盆地の外形は東西・南北ともおよそ 13km の四辺形

で，積算層厚は 5000m を超える.本地域の地質につ

いては早川(1960) .井尻ほか (1959) .渡辺ほか

(1950). Arai (1960) など多数の研究がある.また，

軟体動物や有孔虫などの古生物学的研究も多数行わ

れてきた (Ujii邑 and Iijima, 1959; Kanno , 1960 ;茨

木. 1981; Tsuchi et al. , 1981; Matsurnaru et al. , 

1982)_ 軟体動物化石により Kanno (1960) は，秩父

盆地第三系最下部の彦久保層群を漸新世，より上位

の小鹿野町層群と秩父町層群を前期中新世とした.

また. Ujii� and Iijima (1959) は有孔虫化石により

秩父盆地第三系最下部を前期中新世とした.一方，

茨木 (1981) は第三系最上部より Or伽lina suturalis 

を報告し，その層準が Blow (1 969) の N.9 帯の最下

部に属するとした.さらに. Matsurnaru et al. (1982) 

は第三系最上部より Globorotalia peripheroacuta を

報告した.また. Tsuchi et al. (1981) による有孔虫

-東北大学理学部地質学古生物学教室(1989年 2 月 27 日受理)

化石層序では， N.6 帯~N.I0 帯にあたるとしてい

る.しかしながら，高橋・湯川 (1986) は，浮遊性有

孔虫化石により秩父盆地第三系下部の宮戸層より上

位の地層はすべて N.8帯にあたるとし. 5000m にお

よぶ地層が非常に短い期間に堆積したことを示した.

一方. Hyodo and Niitsuma (1986) は秩父新第三

系の古地磁気を測定し，その中・上部の正帯磁を海

洋底地磁気異常 5B に対比した.さらに，古地磁気方

位が著しい東偏を示すことから，秩父盆地新第三系

が堆積したあと関東山地が大きく時計まわりに回転

したと考えた.そして，この回転を日本海の拡大に

伴う西南日本の回転と，丹沢山地の衝突による関東

山地の回転で説明した.日本海の拡大時期は 14.

9Ma (Otofuji et al., 1985) と考えられ，秩父盆地新
第三系の年代と西南日本の回転の時期との前後関係

を明らかにすることは，関東周辺地域の新第三紀テ

クトニクスを解明するうえで非常に重要である.

筆者らは，秩父盆地北東縁部の金沢・国神地域に

分布する秩父新第三系下部の地層を詳細に地質調査

するとともに，その地質年代を確定することを目的

として，微化石の検出に努めてきた.本論では，当

地域における従来の研究結果(早川. 1930; 藤本・大
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図 l 調査地域位置図

COLUMN 

arkosic sandstone 

図 2 総合模式柱状図

西. 1936 :井尻ほか. 1950 :渡部ほか. 1950 :渡部・

飯島. 1959: Arai , 1960) に対し，地質構造および層

序に若干の修正増補を行うとともに，石灰質ナンノ

化石による化石年代学的検討の結果について報告す

る
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2. 層序および地質構造

調査地域における中新統は，三波川帯・秩父帯・

跡倉層・石英閃緑岩類に固まれて，南北に帯状に分

布する(図 2. 3). 先中新統はそれぞれ断層で接し，

非常に複雑な地質構造を呈する.
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1. 先中新統

<三波川帯> (Sambagawa Belt) 

出牛一黒谷断層より東に広く分布する.おもに緑

色片岩・黒色片岩・蛇紋岩よりなる.

<秩父帯> (Chichibu Belt) 

中新統および跡倉層の西方に広く分布する.調査

地域南部の数地点、で中新統に不整合におおわれるこ

とが確認される.おもに砂岩・黒色頁岩・チャート

よりなるが，まれに石灰岩・緑色岩のレンズ状岩塊

も認められる.

<跡倉層> (Atokura Formation) 

調査地域北部の金沢から山形地域に分布する.金

山付近では中新統に不整合におおわれるが，他の地

質体とは断層関係にある.山形から諏訪平付近では

砂岩・頁岩互層を主とするが，より北方ではアルコー

ス質組粒砂岩が卓越する.植物片や二枚貝化石など

が報告されているが，これらはいずれも保存不良で

鑑定に耐えない(飯島， 1964). 

<石英閃緑岩類> (Quartz dioritic rocks) 

調査地域北部の金沢・山形地域において，石英閃

緑岩類が点在する.山形付近には，主として石英閃

緑岩・角閃石閃緑岩が分布するが，まれに角閃岩お

よび黒雲母片麻岩も認められる.一方，金沢付近で

は角閃石閃緑岩が分布する.石英閃緑岩より 112Ma

の K-Ar 角閃石年代(高木ほか， 1988)が，角関岩よ

り 105::!::5Ma の K-Ar 角閃石年代(小野， 1985) が報

告されている.

II. 中新統

調査地域の中新統は地質構造上，同斜構造をなし

て秩父盆地の延長とみなし得る国神地域と，断層お

よび摺曲構造により非常に複雑な地質構造を示す金

沢地域とに二分される(図 3).本地域の中新統を下

位より牛首峠層および宮戸層に区分した.さらに牛

首峠層において，アルコース質砂岩を主とする地層

を白沙砂岩部層，黒色泥岩よりなる部分を富田泥岩

部層，成層した中粒ないし粗粒砂岩よりなる地層を

子の神砂岩部層とした(図 2) • 

<牛首峠層> (Ushikubitoge Formation) 

本地域に分布する新第三系下部は際岩・アルコー

ス質砂岩・黒色泥岩よりなり，秩父盆地の北縁およ

び西縁に分布する牛首峠層に対比される. Arai 

(1960) は牛首峠層の上位に重なる凝灰質砂岩を子の

神砂岩としたが，高橋(1985MS) は子の神砂岩は秩

父盆地南西端で尖滅することから子の神砂岩を含め

牛首峠層とした.本論も Arai (1960) の牛首峠層と子

FOSSILS 46 (1989) 

の神砂岩を合わせ，牛首峠層とする.

本層は基本的には基底磯岩よりはじまり，アル

コース質砂岩・細粒砂岩・黒色硬質泥岩・粗粒砂岩が

順次重なる.基底様岩は，調査地域南部と北部で磯種

が大きく異なる.すなわち，南部の国神地域では秩父

帯の砂岩・頁岩・チャート由来の磯を多く含むが，北

部の金沢地域では跡倉層由来の頁岩や砂岩，由来不

明の石英閃緑岩・花闘岩・花開斑岩礁が多く認められ

る.しかしながら.南部・北部とも三波川結晶片岩

類由来の礁は認められない.アルコース質砂岩は組

粒ないし中粒で白色を呈する.国神地域では磯岩を

挟有し層理面が認められるが，金沢地域においては

塊状である.さらに上位に黒色硬質泥岩が重なるが，

金沢地域ではアルコース質砂岩と黒色硬質泥岩の聞

に炭質物を多く含む細粒砂岩が挟在する.黒色硬質

泥岩は塊状で，まれに砂岩薄層を挟有する.さらに

上位に粗粒砂岩が重なる.粗粒砂岩は層理蘭が顕著

であり，金沢地域の橋爪付近から南へ連続して追跡

される.また，本砂岩は層厚変化が著しく，橋爪付

近では 60m の層厚を有し最下部に磯岩を伴う.

(1) 白沙砂岩部層 (Shirasu Sandstone Member) 

本部層はおもにアルコース質粗粒砂岩よりなり，

磯岩・細粒砂岩・砂質シルト岩を挟有する.層厚は

100~140m である.アルコース質砂岩は塊状である

が，まれに層理が認められる.また，下位の基底傑

岩を欠いて直接先中新統をおおうこともあるが，柴

阿南西方では基底磯岩と白沙砂岩部層は指交関係に

ある.

(2) 富田泥岩部層 (Tomita Siltstone Member) 

本部層は大平付近から柴岡・国神，さらに前原ま

で広く分布する.おもに黒色硬質泥岩・暗灰色シル

ト岩よりなり，砂岩をまれに挟有する.泥岩および

シルト岩中には石灰質ノジュールが多く認められ異

化石を産する.層厚は 50~100m であり，下位層を整

合におおう.

(3) 子の神砂岩部層 (Nenokami Sandstone 

Member) 

本部層は調査地域南部の前原付近から北へ国神，

さらに橋爪付近まで分布する.層厚は前原付近では

80m であるが，北にむかつて層厚を減じ，国神・柴

岡付近では数mである.しかしながら，さらに北方

の橋爪付近では 15~60m の層厚を有し，とくに向斜

東翼部で厚い.本部層は成層した中粒ないし組粒砂

岩を主とするが，橋爪付近では下部に磯岩を伴う.

また，貝化石を多産し斜交葉理が発達する部分もあ

る.機岩は秩父帯の砂岩・頁岩・チャート由来の際
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のほか，由来不明の花樹岩・花樹斑岩礁を多く含む.

また，新第三系由来の砂岩・シルト岩礁も認められ

る.しかしながら，三波川結晶片岩類由来の礁は認

められない.礁の淘汰は非常に悪く，まれに径 1m 以

土の傑も認められる.向斜東翼部では，本部層は三

波川結晶片岩類と高角逆断層(出牛一黒谷断層)で接

し，著しく破砕されている.また，橋爪地域では下

位の地層を大きく削剥しているが，その他の地域で

は富田泥岩部層を整合におおう.

<宮戸層> (Miyato Formation) 

Arai (1960) の命名による.橋爪から南東に国神，

さらに前原付近にかけて分布するが，橋爪以北には

分布しない.暗灰色シルト岩を主とし砂岩を挟有す

るが，上方にむかつて砂岩が多く挟在し，シルト岩・

砂岩互層となる.調査地域においては宮戸層下部の

みが分布し，層厚は 130m+である.下位の牛首峠層

を整合におおい，東縁は三波川結晶片岩類と出牛一

黒谷断層で接する.

3. 試料採取地点・処理およびナンノ化石群集

微化石用試料採取地点、および柱状図作成ルートを

図 4 に，各ルートにおける柱状図を図 5 に示す.

微化石用試料は調査地域全域において 17試料をス

ポット的に採取し，竹谷ほか (1986) による石灰質ナ

ンノ化石処理方法に従いスミアスライドを作成した.

これらのスライドを偏光・位相差装置付顕微鏡で検

鏡した結果， 11試料より石灰質ナンノ化石を認定し

た.そのうちの 6 試料は牛首峠層(富田泥岩部層)，

5 試料は宮戸層から採取したものである.岩石はす

べて黒色ないし暗灰色泥岩あるいはシルト岩である.

これら 11試料を 1500倍で観察・同定した(表 1 ・図

6 ).なお，石灰質ナンノ化石の保存状態・産出頻度

の記載上の区分は， Gartner (1972) に従った.

調査地域で認められた石灰質ナンノ化石は 8 属11

種であるが，保存状態は各試料とも悪く破片化や

overgrowth が進んでいるものも多い.また，産出頻

度も MY・4 を除いて低い.しかしながら化石層位学

上重要な種として，争henolithus heteromorþh略

Discoaster deflandrei, Cyclicaなolithus floridanus 

が牛首峠層および宮戸層の両層より産出した.

4. 考察

産出種のうちとくに注目されるのは， Sphenolithω 

heteromoゆhus で，試料 US-1 ， MY-2 を除いて牛

首峠層から宮戸層にかけて産出する.本種の産出

層準は Okada and Bukry (1980) の化石帯 CN3-4

蝿おて/'"I:，f~.必 ll~1[:~ lf~~X下記:::'\(，\~，~\ .~恥:1))，;/仏\ノ.

図 4 微化石試料採取地点および柱状図作成
ルート図

この地図は，国土地理院発行の 2 万 5
千分の l の地形図(鬼石・皆野)を使用

した.

5 

(Helicopontosphaera ampl勿ρerta Zone -Sphenoｭ

li thus heteromorphus Zone) および Martini (1971) の

化石帯 NN4-5 (Helicopontoゆhaera ampliaperta 

Zone一品henolithus heteromor�hus Zone) に相当し，

その地質年代は前期中新世後期から中期中新世初期

である.このことは他の重要種 Discoaster defland-
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図 6 石灰質ナンノ化石

スケー/レはすべて 3μm を表す . 1 - 7およびl 卜 15は直交ニ コノレで， 8- 10は開放ニ コ/レ
で織彩した . また ， 1 および 3 は直交ニ コ/レに対して 45。 の方向で， 2 および4は O'

の方向で綴彩した .
1.2. Sphenolithus hete1"OmOlphus De f1andre, Sample MY.4. 3.4. Sþh四olilhus

heleromor�hus De f1a ndre , Sample US.2. 5. S�henolithus abies De f1andre , Sam. 

ple US.2. 6. Coccolilhus ρelagiαω(Walli ch) Schiller , Sample MY.4. 7.8 

Braa>百dosPhaera bigelowii (Gran and Braarud) De f1 andre , Sample US.4. 9, 13 
Dis乙'oasler deß.αndmi Bramlette and Riedel, Sample US.2. 10. Discoaster sp. , 
Sample US.1. 11. Diclyococciles produCI1凶 (Kamptner) Backmann , Sample 

US.l. 12. Reticulofeneslra minuta Roth , Sampl巴 US・ 3. 14. Cyclicargolithus 

flo円danus (Roth and Hay) Bukry , Sample US.4. 15. Reticulofenestra minutula 
(Gartner) Haq and Berggren, Sample MY.4 

7 
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rei, Cyclicargolithus βOridanus の産出と矛盾しな
し~.

ところで， Okada and Bukry (1980) の化石帯

CN3 と CN4の境界は ， D. deflandreiの急減と ， Heliｭ

cosþ加era amρl勿抑仰の消滅によって，また Martini

(1971) の化石帯 NN4 と NN5の境界は ， H. ampliｭ

aμrtaの消滅によって規定きれている.さらに， Marｭ

tini (1980) は， NN5 の下限を Dおcoaster exilis の初

出現により規定している.一方，佐藤・高山 (1982)

および佐藤(1982) は ， H amPliaJ沼rta と H scissura 

の消滅層準が一致するという Miller (1981) の指摘

に基づき ， H. scissura の消滅を NN4 と NN5 の境

界に対比している.本調査地域における D. deflandｭ

rei の産出頻度は低く，試料 US・2， US・4， US・6 およ

び MY・4 の 4 試料のみに認められる.また， D. exｭ

ilis, H. amPI必ρerta および H. sα!ssura の産出は認

められなかった.しかしながら，石灰質ナンノ化石

の保存状態が悪いことおよび産出頻度が低いことか

ら，本調査地域において CN3 と CN4， NN4 と NN5

の区別は不可能と判断される.

Ujii吾 and Iijima (1959) は子の神層(本論の US・2

付近)より Cataþsydrax dissimilis を報告した.本種

の消滅は， Blow (1969) の N.6 帯と N.7帯の境界を規

定することから， Tsuchi et al. (1981) は秩父盆地新

第三系最下部をN.6 帯とした.一方，尾田 (1986) は中

部および東北日本を中心にして浮遊性有孔虫化石・

石灰質ナンノ化石・珪藻化石・放散虫化石による分

帯およびこれらの出現・消滅などの基準面の対比表

を作成した.そのなかで， N.6 帯と N.7帯の境界は未

確定ながら，石灰質ナンノ化石帯の CN2 と CN3 の

境界と同層準においている.しかしながら，今回 S

heteromoゅhus が， Ujii� and Iijima (1959) の試料と

ほぽ同層準と考えられる試料 (US-2) より産出した

ことから， CN3-4 に限定される S. heteromoゆhus と

C. dissimilおの共存の可能性が示唆される.

なお，試料 US・4 より Braarudosphaera bigelowii 

の産出を認めた.本種は現在の日本近海における海

底表層堆積物において，浅海域にのみ産出すること

から (Takayama ， 1972 ;田中， 1988) ，牛首峠層の堆

積場は浅海域であったと考えられる.このことは，

底生有孔虫化石の結果 (Ujiié and Iijima, 1959) とよ

く調和する.

5. まとめ

秩父盆地北東縁部に分布する秩父盆地新第三系下

部を調査し，下位より牛首峠層・宮戸層に区分した.

FOSSILS 46 (1989) 

調査地域より 17試料を採取・処理し， 11試料より 8

属11種の石灰質ナンノ化石を認定した.産出した石

灰質ナンノ化石群集より，牛首峠層および宮戸層は，

Okada and Bukry (1980) の石灰質ナンノ化石帯

CN3-4 に，あるいは Martini (1971) の化石帯 NN4・

5 に相当する.したがって，秩父盆地新第三系最下部

の地質年代は，前期中新世後期から中期中新世初期

である.
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日本学術会議だより がJ3

第14期初めての勧告採択される

平成元年 5 月 日本学術会議広報委員会

4電~~量~~話苦語4苦4軍手記4草4廷4謡~~量4話-~~￥4話事~~器4話~~￥4￥￠廷手番有~~廷~.，.忌伊訟手岩奈量~~器4盟~岩手記4冨4珪-~￥4出守冨4量~F-4冨4苦~~￥

日本学術会議は，去る 4 月 19日から 21 日まで第 107回総会(第14期 3 回目の総会)を開催し，第14期初めての勧告を採
択しましたが，今回の日本学術会議だよりでは，伺総会の議事内容等についてむ知らせいたします。
実診完封歩罪珍書多晶参完歩語歩罪診男診岳会書参詣11-震診喜多完全員参喜多再11-完封歩表珍書参詣11-，男参岳歩完封房吉11-'書多完歩完iI-完封争完iI-完11-完封歩員参岳歩完歩告会書舎高11-晶歩員参員v完v語会晶歩晶歩書多罪診罪。謂歩完v員参畏多岳会

日本学術会議第107回総会報告

第 107 回総会の主主議事概要は次のとおりであった。

第 1 日 (4 月 19 日)の午前。まず，会長からの前凶総会

以後の経過報告及び各部・委員会の報告が行われた。次い

で，今回総会に提案されている 6 案件について.それぞれ

提案説明がなされた後，質疑応答が行われた。続いて，こ

れらの 6 案件のうち r人間の科学特別委員会」を設置す

る案件については，直ちに採決が行われ，設置が決定され

た。この件は，前回総会(昨年10月)において第14期活動

計画並びにそれに基づく第14期の特別委員会の設置が決定

された際に，その付帯申合せとして.この「人間の科学」

については，その具体的な進め方に関 L. 予め検討，盤E里

を行った後に，当特別委員会を設置させることとされたた

め.前回総会後に，検討会が設置され，問題点の整理が行
われてきたものである。

第 1 日の午後。各部会が開催され，午前中に提案説明さ

れた総会従案案件の審議及び設慣が決定された「人間の科

学特別委員会」の委員の選出等がhわれた。

第 2 日 (4 月 20日)の午前。前日従業された案件の審議
.採決が順次行われた。

まず，第 6 部世話担当の 2 研究連絡委員会の名称変更

(土壌肥料学研連→土境・肥料・値物栄養学研速，海水理

工学研連→海水科学研連) Iこ伴う.会則及び関係規則の一
部改正が採択された。

次いで r副会長世話m当研究連絡委員会の運営につい

て(申合せ)の一部改正」が採択された。これは，副会長
世話担当研究連絡委員会の在り方についての抜本的な検討

とは別に.当面の措置として.副会長世話tll当研究連絡委

員会のより円滑な運営及びm当副会長の世話機能の充実を
図るために.必要なf昔置を講じたものである。
続いて rアジア社会科学研究協議会連盟 (AASSREC)

への加入について」が探択された。これは，平成元年度予

算において，当該団体への分担金の支出が認められたこと

に伴い，当該団体への本会議の加入を総会として議決した

ものである。

さらに，第 4 常置委員会の提案による「大学等における

学術研究の推進についてー研究設備等の高度化に関する緊

急提言(勧告) J が採択された。この勧告は，第14期にな
って採択された初めての勧告である。なお，この勧告は，

同日午後直ちに内閣総理大臣に提出され.関係機関等に送

付された(この勧告の詳細は，別掲参照)。

第 2 日の午後。 r人聞の科学」について，自由討議が行
われた(この自由討議の詳細は，別掲参照)。

第 3 日 (4 月 21 日)午前には.今回設置された前述の人
聞の科学特別委員会の l 凶日の委員会をはじめとして.各
特別委員会が，午後には.各常罰委員会が，それぞれ開催

された。

大学等における学術研究の推進につ
いて一研究設備等の高度化に関する
緊急提言一(勧告) [要旨]

大学等を中心とする学術研究の財政法盤の現状は.認だ
憂慮すべき事態にむかれてむり，この事態を見過ごしては

悔いを後世に残すことになる。したがって，長期的観点 lこ

立って.特にj去礎研究を育成し，入信iの知的共有財I主であ

る科学・技術の発展に級儀的に貢献することは，経済大国

と呼ばれるようになった我が国の当然の責務であり.今こ

そ，この責務を果たすべき自;'1である。

日本学術会議では，昭和621手 4 月に「大学1平における学
術予算のI普額について」の要望書を政府に提出した。大学

等における学術研究予算を-般の予算要求法準の別枠とす

ることが肝要である。

持に'早
回'緊急に次の措置を取るよう勧告する。

我が国の研究経費にむいて，国貨の負担割合を引き七げ

つつ，基礎研究を重視してこれを推進する観点から，国立
学校持別会計予算，私大助liX及び公立大学補助の各予算に
ついて格段の噌額を図る必要があり.その際，特に研究設

備の型車備充実を図るべきである。

そのためには，国立大学の研究設備資や公立大学，私立

大学等への研究設備賀補助金を飛践的に僧額する措置を取

ること.一大学では措置しにくい大型設備については.全
国的規模の共同利用設備や昭和62年 4 月の「地域型研究機

関(仮称)の設立について」の本会議勧告においても指摘

している共同利用機掠センターを.重点的に早急に整備し

ていくことが必要である。人文・社会科学系についても，

昭和63年 4 月の「大学等における学術諸分野の研究情報活

動の推進について(要望) J のとむり，コンヒ.ユータや原

資料.文献. r沼書コレクションとその利用のための機器や

ネットワークなどの盤備が極めて重要である。

なお.我が国の基礎研究を限られた人的・物的資源のな

かで，より一層有効に推進していくためには，大学等と各

省庁の研究機関の基礎研究に関する研究設備の相互利用と

それを通しての研究者の相互交流を推奨する方策を採るべ

きである。その際，国の手続きを一段と簡素化，迅速化す

るなど制度の改善を図る必要がある。
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相馬中村層群小山田層(最下部白亜系)からの

放散虫化石

松 岡 篤*

Radiolarian fossils from the Koyamada Formation (lowest Cretaceous) 

of the Somanakamura Group, northeast J apan 

Atsushi Matsuoka * 

Abstract Radiolarian fossils have been newly discovered from the uppermost part (Koyamada 

Formation) of the Somanakamura Group in the eastern marginal zone of the Abukuma Mountains, 
northeast ]apan. The radiolarian fauna contains Pseudodicかomitra sp. cf. P. Ca1仰tica (Lozyniak), 
Sethoca�sa sp. cf. S. kaminogoensis Aita , Hemicry戸ωca戸sa ca�ita Tan Sin Hok , and so on. This 

association indicates an early Early Cretaceous age. The age assignment is consistent with that by 

ammonit巴s (Berriasian). 

はじめに

福島県相馬地域の阿武隈山地東縁部にはジュラ紀

中世から白亜紀初頭にわたる相馬中村層群 (Mori ，

1963) が分布する.本層群の数層準からアンモナイ

トが得られているほか，多数の層準から二枚貝化石

が産出する.本層群は，岩相層序や二枚貝化石によ

る生層序が検討されており，放散虫生層序との比較

検討をするのに恵まれた地層といえる.

相馬中村層群の泥質岩について放散虫化石の検出

を試みたところ，同層群最上部の最下部白亜系小山

田層より保存良好の個体を得た.本論文では化石群

集の内容について報告し，小山田層に対比される南

部北上山地の大島層群長崎層・磯草層からの放散虫

群集，および西南日本外帯の鳥巣層群からの放散虫

群集との比較を行う.

なお，本報告は，日本古生物学会白亜紀委員会の

主催によるシンポジウム，白亜紀の地史一最近の進

歩と展望 (1988, 10, 7-8 :東京大学海洋研究所)で

の講演内容の一部をまとめたものである.

地質概略

相馬中村層群は，阿武隈山地の東縁に沿って南北

に細長く分布する.西側は，松ヶ平変成岩類，カコ

ウ岩類，新第三系などと断層で接し，東側は新第三

.新潟大学教養部地学教室 (1989年 3 月 2 日受理)

系に不整合でおおわれる.本層群は，南北性の軸を

持つ複背斜構造を呈する.本層群は下位から，北沢

層，粟津層，山神層，栃窪層，中の沢層，富沢層，

小山田層の 7 層に区分される (Mori， 1963). アンモ

ナイトは，粟津層，中の沢層，小山田層から報告さ

れている (Sato， 1961a, 1961b, 1962 など).ご枚貝化

石は，栃窪層，富沢層を除く各層から報告されてい

る (Masatani and Tamura, 1959 など). 

小山田層は複背斜構造の翼部を占め東西に分かれ

て分布する.今回，放散虫化石が得られたのは東部

に分布する小山田層からである.東部の小山田層は

相馬中村層群分布域の東端部を占め，下位の富沢層

に整合で重なる.一方，上限は新第三系と不整合関

係にある.本層の層厚は，約150m で，泥岩，砂岩，

凝灰岩からなる下部層と，泥岩からなる上部層に区

分される. Masatani and Tamura (1959) は，下部

層より二枚異化石 Grammatodon takiensis Kimura, 

Parallelodon a任 infiatus Tamura , Astarte kamｭ
barensis Kimura, A. subd，ψressa Blake and Hudｭ

leston, Protocardia tosensis Kimura, MyoPhorella 
(PromyoPhorella) orientalis Kobayashi and Taｭ

mura を，上部層から G. takiensis, Entolium kiｭ

murai Tamura, A. kambarensis, A. subdepressa, P. 
tosew.、is， Corbula globosa Tamura, MyoPhorella 
(Haidaia) sp. の産出を報告した. Kobayashi et al. 

(1959) は，前者の化石層を相馬中村層群の第 9 トリ
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ゴニア帯，後者の化石層を第10 トリゴニア帯と呼ん

だ.また. Sato (1961a, b) は，第 9 トリゴニア帯か

らアンモナイト Berriasella sp. を，第10 トリゴニア

帯から Parakilianella urnazawae間is Sato, Thurｭ

mannzcel悩 sp. の産出を報告し，小山田層の年代を

Berriasian とした.

放散虫化石

放散虫化石は 3 地点、 (Locs. A~C) の灰色の泥岩

から産出した(図 1). Loc. C では，二枚貝や巻員な

どの大型化石と共産した.それぞれの試料 (200g 前

後の砕いた岩石試料)について l 回のフッ酸処理(約

5 % ; 12時間)により. 100個体未満の化石しか得ら

れず，岩石試料中の放散虫化石含有量は多いとはい

えない

産出した放散虫化石のリストを表 1 に示す.同定

し得る化石は大部分が Nassellaria 目に属し，明ら

かに Spumellaria 目に属すると判断される個体は

少ない.群集の主体をなすのは，第 2 殻室が第 3 穀

室に包有される. 3 殻室の cryptothoracic Nassel-

laria のグループ(図 2.9-13) で. Archaeodictyomiｭ

trids (図 2. 4-7) がこれにつぐ. Cryptothoracic 

Nassellaria のグループには，第 2 殻室が包有され

る状態の程度においてさまざまな段階のものが含ま

れる.第 2 殻室が完全に包有され球状の外形をもっ，

Holocr沙ωcanた1m 属の可能性が高い個体(図 2.

12-13) も多数認められる.ただし，第 3穀室内の穀

構造が不明であるので，リストでは Holocη・

ρtocanium (?) sp. として示した.塔状 Nassellaria 

としては. Archaeodictyomitra 属のほか Pseudo­

dictyomitra 属(図 2. 3) や Xitus 属(図 2.1-2) の種

が認められる.
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化石産出地点図.国土地理院発行2.5万
分の l 地形図「磐城鹿島」を使用.

Fig. 1. Map showing fossil localities. 

図 I

表 1 小山困層産の放散虫化石.
Table 1 Radiolarian fossils from the Koyamada Formation. 

Locality 
B C Species 

A 

Pseudodictyomitra sp. cf. P. carjJatica (Lozyniak) 
A rchaeodictyomitra sp. 
Xitus sp. cf. X. ゆicularius (Aliev) 

Sethocaρ'sa sp. cf. S.加minogoe間is Aita 

Hemicηρωcapsa caþi・ta Tan Sin Hok 

Cη!þtamphorella sp. 

Zhamoidellum sp. 
Holocη!þtocanium(?) sp. 

+
+
+
+
+
+
 

+ + 

+
+
+
 

+ + 
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次に，今回得られた放散虫群集が示唆する年代を，

他地域での放散虫化石の産出レインジを参考にして考

察する. Baumgartner (1984) の検討によれば，ヨー

ロツパテーチス地域では Ps，仰dodictyomitra caゆa­

tica (Loz戸liak) は Unitary Association (U.A.) 11以

上に， Holocη!þtocanium barbui Dumitrica は U.A.

12 以上に認められる. U.A. ll と U.A. 12 は ZoneD

を構成し，その年代の下限は latest Tithonian であ

る (Baumgartner， 1984). Aita and Okada (1986) 

がスイスの Breggia River セクションにおいて，

Ditrabs sansalvadorensis 帯 (upper Tithonian-Va・

1 anginian) の下限付近から産出しはじめるとしてい

る Sethocapsa kaminogoensis Aita に比較される個

体(図 2 ， 8) が，今回の群集に含まれる.以上述べ

たことから，この群集が示唆する年代の下限は，古

く見積って latest Tithonian であろう.一方，年代

の上限については P. caゆatica の産出上限は Turo­

nian 以降 (Schaaf， 1984) に， Holocηがocanzum 属の

産出上限は lower Cenomanian (Pessagno , 1977) に

およぶなど，下限の年代に比べ，限定するデータに

乏しい. Xitus 属の種に着目すれば，今回得られた個

体(図 2 ， 1-2) は X. spicularius (Aliev) に似るが

nodes の発達が弱いように見える.x. ゆi，仰larius の

系列には， nodes の発達が著しくなるという層位的

形態変化の傾向があり(松岡，未公表データ)，今回

得られた個体は x. 高Picularius の先祖型であると考

えられる. Schaaf (1984) は， X. sPicularit俗の出現

層準を upper Valanginian としている.

同定される種の数が限られているため年代幅を絞

り込むことは難しく，今回得られた放散虫化石から

は，おおむね白亜紀古世前期を示すとしか言えない.

この年代の位置づけは，アンモナイトによって示さ

れる年代 (Berriasian) と矛盾しない.

大島層群長崎層・磯草層産の

放散虫群集との比較

宮城県気仙沼市大島には，一部にアンモナイトや

二枚貝などの化石を含む下部白亜系大島層群が分布

する.竹谷 (1987) は，大島層群の長崎層・磯草層か

ら放散虫化石を報告し，アンモナイトが示唆する同

層の年代と矛盾はないとしている.長崎層・磯草層

からは，今回の小山田層産の放散虫化石よりも保存

の良い個体を含む岩石があり， 30種以上が識別され

ている

小山田層産の放散虫群集との共通種としては，

品mz・cゆtocapsa capita Tan Sin Hok があげられる.
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また，竹谷 (1987) が， Pseudodictyomitra caゆatica

(Lozyniak), Cη!þtamphorella sp. A として図版に

示した種は，本論でそれぞれ Pseudodictyomitra sp. 

cf. P. caゆatica (Lozyniak), Cηφtamphorella sp. と

した種と同種であると判断される.また， Arc，ルzeo­

dictyomitra 属， Xitus 属， Sethocaþsa 属の諸種も小

山田層産と長崎層・磯草層産の個体で互いによく似

ている.ただ，長崎層・磯草層は， Pantanellium 属

などの Spumellaria 目に属する放散虫化石の産出
頻度が高いが，小山田層にはそれらが乏しいという

違いがある.

以上に述べたように，小山田層産の放散虫群集と

長崎層・磯草層の放散虫群集はおおむね互いに類似

しているといえる.このことは，アンモナイトによ

る小山田層と長崎層・磯草層の従来の対比 (Sato，

1961a) をさらに補強するものである.

鳥巣層群産の放散虫群集との比較

Matsuoka and Yao (1985) は，高知県佐川地域に

分布する模式地の鳥巣層群および和歌山県紀伊由良

地域に分布する鳥巣層群相当層の由良層から産出し

た放散虫化石種の記載を行うとともに，ジュラ紀新

世と白亜紀古世前期の放散虫群集の内容について報

告した.ジュラ紀・白亜紀境界付近に位置づけられ

る群集としては， Pseudodicか'omitra ρrimitiva -

Pseudodicかomitra sp. A群集と Pseudodicか'omitra

cf. caゆatica 群集とが識別されている.この 2 つの

群集は， Pseudodictyomitra ρrimitiva Matsuoka and 

Yao , Solenotryma (?) ichikawai Matsuoka and 

Yao , Mirifiω附 mediodilatatus (Rüst) などの共通種
を含み (Matsuoka and Yao, 1985)，互いによく似た

群集である.両者を識別する際の基準としては，前

者には P. sp. cf. P. caゆatica が認められないことや，

前者には Eucyrtidiellum ρかctum (Riedel and Sanｭ

filippo) が認められ，後者には E. ozaiense (Aita), E. 

pyramis (Aita) が含まれることがあげられる.また，

3 穀室の cryptothoracic N assellaria に着目すれば，
第 2 殻室の第 3 殻室による包有の程度が目安になる.

すなわち， P. cf. carþatica 群集は， 1モ ρrimitiva -

P. sp. A群集より包有の程度が大きい 3 殻室の Na­

ssellaria を含む傾向がある.

今回報告した放散虫群集には， P. sp. cf. P. car�aｭ

tica が含まれること，第 2 殻室の包有の程度が大き

い 3 殻室の cryptothoracic N assellaria の産出頻度

が非常に高いことから，本群集は鳥巣層群で設定さ

れた Pseudodictyomitra cf. caゆatica 群集に比較さ
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れる.

おわりに

相馬中村層群小山田層から得られた放散虫群集は，

他地域での放散虫生層序の検討結果から考察すると，

おおむね白亜紀古世前期を示唆すると考えられる.

一方，アンモナイトによって示される年代は Ber­

riasian であり，放散虫化石による結果と矛盾しな

V>, 

ところで，西南日本外帯の鳥巣層群およびその相

当層では，放散虫とアンモナイトで年代論がくいち

がうことが指摘されている.たとえば，松本・西園
えぴらせ

(1985) は九州西部の簸瀬層において， Oxfordian 後

期を示唆するアンモナイトと Tithonian 中一後期

から Berriasian におよぶかもしれない放散虫群集

(西園ほか， 1982) とが近接して産出することを報告

している.

南部北上山地や相馬地域のジュラ系・下部白亜系

は層序が比較的よく解明されており，アンモナイト

や二枚員などの大型化石も多数の層準から知られて

いる.竹谷 (1987) が示した大島層群長崎層・磯草層

での検討結果を合わせて考えると，東北日本の最下

部白亜系については，放散虫とアンモナイトの年代

論に矛盾はないといえそうである.今後，これらの

地域において，放散虫化石と大型化石の共産関係や

産出層準相互の層位関係についてのデータを蓄積し，

両者の化石層序の対応関係を明らかにする必要があ

る.その成果は，西南日本外帯で見られるような放

散虫とアンモナイトの年代観の不一致を解消する糸

口になるものと期待される.

F俗SILS 46 (1989) 
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|評論| 理論形態学の方法と展望

一管状体の幾何学的記述法と静水力学的応用

岡本 隆*

Method and perspective of theoretical morphology 

Geometric description of tubular objects and their hydrostatic application 

Takashi Okamoto* 

1. はじめに

異なった生物体の間で，ある器官の形態に類似性

が認められた場合，我々は通常それらの関係を，相

同 (homology) または相似 (analogy) のどちらかの

言葉で表現できることを知っている.つまり，発生

学的に，あるいは解剖学的に等価な関係にあり，共

通の祖先の器官に由来すると見なせるとき相同と呼

び，同じ機能を果しているがために類似の形態を持

つようになった場合を相似と呼んでいる.それでは，

サンゴや但の甲羅や蜂の巣にみられる六角形配列，

あるいは，巻貝の殻や羊の角の等角螺旋状の形態の

類似性は何と表現したらよいであろうか? これら

の生物の形態聞には，系統はもとより機能的一致も

認めがたしむしろ形成過程において物理学的に同

様の法則あるいは制約条件が支配して生じたものと

考えるべきである.ここに，生物の形態を決定する

もう一つの要因，すなわち"物理学的設計図"を共

有しているための見かけ上の類似を認識することが

できょう. Seilacher, (1970) は，上記の 3 つの要因を

それぞれ，系統的要因 (Historisch-phylogenetischer

Aspekt)，適応的要因 (Okologisch-adaptiver

Aspekt) 及び建造技術的要因 (Bautechnischer Asｭ

pekt) と呼び，生物の形態はこれら 3 つの成分の

様々な割合での複合の結果として解釈しうるとした.

適応形態学や機能形態学が生物形態の適応的要因を

追求しているのに対して，理論形態学や形態形成論

は，建造技術的要因を明らかにすることを主たる目

的としている.理論形態とは，生物形態の規則性と

成長様式をもとに，理論的に推定された仮想的生物

形態をさし，これに基づいて実際の形態の形成メカ

ニズムを理解する学聞が理論形態学であると考えら

れる

• Geological Institute, University of Tokyo 
東京大学理学部地質学教室

理論形態学的なものの見方は， 1917年に初版が出

版された D. W. Thompson の著書 (On Growth and 

Form) にまで遡ることができる.彼は自然界の中に

数多く見いだされる，幾何学的形態の数理的規則性

に注目し，それらが伺らかの物理的な作用によって

必然的に生じる事を示そうとした.彼が取り扱った

生物は，原生動物から脊椎動物に至るまで多岐に

わたっている (Thompson， 1942). 理論形態学とい

う述語を提唱したのは， Raup (1966) である.彼に

よれば，理論形態学とは，生物体またはその一部の

構造が理論的に採りうる形態の全てのスペクトラム

を想定し，実際に存在する種がそのうちのどの領域

を占めているか，またなぜ他の領域を占めることが

できなかったのかを考察する学問であると定義され

ている.

理論形態学の研究には，幾何学的な規則性を持つ

もの，そしてある程度複雑な形態をしているものが

望ましい.具体的には，軟体動物の穀形態とその付

加成長様式，腕足貝や二枚貝・巻貝の表面装飾，植

物や筆石等に見られる枝分かれの様式，苔虫等にお

ける群体の幾何学的配列など，様々な生物のマク

ロ・ミクロの形態を対象とした研究例が見られる.

コンピュータが普及した現在，理論形態学的解析法

は，化石生物を研究するために非常に有効な手段に

なりつつあるといえよう.小論では，これまでなさ

れてきた数多くの理論形態学的研究の中で，管状体

についてなされた主なものを紹介するとともに，こ

の様なアプローチの今後の発展性について考察して

みたい

2. 管状体の記述法

接線と動径とのなす角が，点、の位置に関係なく一

定であるような曲線を"等角螺旋"という.等角螺

旋は，付加型の成長を示す生物の基本的な形態であ

る.なぜなら，成長を通じて一定の様式で管の末端
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を付加させた場合，できあがる形態は一般に等角螺

旋状になるからである.ここでは，特に無脊椎動物

の殻の表記法に焦点をしぼり，モデルの変遷という

点から，これまでの研究を振り返ってみたい.

対数螺旋モデル Moseley (1838) は，巻貝やオウ

ムガイの穀形態を初めて等角螺旋に基づく幾何学的

モデルによって表し，さらには体積等の近似的計算

法を考案している.その他にも，管状体の形態を幾

何学的に記述・解析しようとした古典的研究は多

かったらしし Thompson (1 942) は，以前のこうし

た研究を"等角螺旋の問題"としてまとめている.

Trueman (1 941) は，後述するように，アンモナイト

の生活様式を静水力学的な見地から推定したが，殻

の体積や住房・気房の容積を計算する際に，やはり

等角螺旋を基調とした式を用いて近似している.福

富(1953) は，通常の巻員・オウムガイのように典型

的に巻いた殻だけでなく，アワビや二枚員のような

殻形態さえも，開口部がある軸の周りを一定の様式

で回転しながら成長するモデルによって統一的に表

現しうることを指摘した. Raup (1962), Raup and 

Michelson (1965) は，基本的には同様の対数螺旋モ

デル(ラウプのモデル)を用いているが，パラメータ

を 4 つの単純比に整理し，これらによって表現され

る殻形態のスペクトラムを，コンビュータグラ

フィックスによって示すことに初めて成功した.この

モデルでは，回転軸とその周りを回る母曲線との幾

図 l

dn ,2 w = (τ止- } 
wn・1

口 =4L
wn 

T = ~ 
wn 

5 = ~ -一an 

Raup が提H日した対数螺旋モデル.螺
環拡張率 (W) と，回転軸と母幽線の相
対的位置関係を表す 3 つの単純比 W.
T. 5) によって管状体を表現する.二
枚貝様の形態からアンモナイト様の形
態まで統一的に表現することができる
が，成長過程で巻きの様式の変化には
対応し難い.
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何学的関係を示す， 1 つの成長率ノfラメータ (W) と

3 つの単純比パラメータ (D， T, S) によって，穀形

態を表現している(図 1 ).さらに Raup は，このモデ

ルによって，アンモナイト，オウムガイ，巻員，二

枚貝，および腕足貝の殻形態を統一的に表現し

(Raup, 1966)，特に外殻性頭足類について更に詳し

い巻きの解析を行っている (Raup ， 1967). このラ

ウプのモデルを利用して形態解析を行った例は非常

に多し> (二枚員: McGhee, 1978，腕足類: McGhee, 

1980a, b，巻員: Rex and Boss, 1976，及び頭足類:

Tanabe, 1975, 1977; Ward, 1980; Tanabe et a l., 

1981; Saunders and Shapiro, 1986). そして，これ

らの研究の大半は，それぞれ扱っている分類群にお

いて， Raup 同様，生物の成長様式と形態の機能上の

制約条件を明らかにすることを目的としている.最

近では，コンビュータグラフィックスの発達に伴っ

て，より精度のよい見事な立体図形が描かれるよう

になったが (Savazzi ， 1987)，基本的には，福富

(1953) や Raup (1 962) のモデルを越えるものではな

い.これらのモデルは，巻きの中心である回転軸を

有し成長に伴ってプロポーションが基本的に変わら

ないものと見なす点で一致している.

モデルの一般化 一方では，より多くの殻形態に

対しでも普遍的に適用しうるよう，モデルを一般化

する試みがなされている.無脊椎動物にみられる殻

形態の多様性の総てを，等成長的なモデルで表現で

きるわけではない.巻員やアンモナイトの穀は，成

長を通じて多少プロポーションが変化するのがむし

ろ普通であるし，一部の巻貝や異常巻きアンモナイ

卜の中には，ラウプ・モデルに代表されるような一

定の巻きの様式にはおよそ従わないような穀形態が

存在する. Burnaby (1966) は，巻きの中心からの距

離が，チュープの長さに対してアロメトリックに増

加するような，"異成長対数螺旋"モデルを考察し，

成長過程で螺環拡張率がしだいに変化するような，

正常巻きアンモナイトに対し適用を試みた.アロメ

トリーは，当然アイソメトリーを含むから，モデル

が適用できる範囲は広がり，これによって成長を通

じてのより詳細な近似が可能となった.しかし，よ

り精密な近似は，宿命的にモデルの複雑化(パラメー

タ数の増加)を伴い，また，仮定されたアロメトリッ

クな成長の根拠も唆昧であったため，実際には殆ど

利用されていない.

先に筆者(岡本， 1984) は，より複雑な管状体にも

適用できるような"チュープモデル"を考案し，こ
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図 2 チュープモデル.滑らかに曲がった管

状体 (U) は，中心の軌跡 (R) とそれに
対応したチュープの半径 (r) を表す方

程式を作れば. U=R+r; R ・ r=O の
関係で記述することができる.どのよ
うな管状体の近似も可能であるが，
個々の方程式は概して複雑になり，そ
れ自体の幾何学的立l床も乏しい.
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れに基づくコンビュータグラフィックスにより，白

亜紀の最も著しい異常巻きアンモナイトのー属とし

て知られる Nか'þonites について，殻形態の規則性

と変異性を表現することに成功した.このモデルで

は，一般的な管状体を，断面が円形の滑らかなチュー

プ状図形と見なし，中心線の座標と，そのときの

チュープの半径の 2 つの成分によって表現している

(図 2) .しかし，中心線の座標を表すには対象とす

る管状体の幾何学的性質に応じて個別の近似式を作

らなければならない. Okamoto (l988b) は，別属の

異常巻きアンモナイト (Eubostrychoceras)の形態を

表現するのに， Niþþonites の時とは別な，チュープ

モデルに基づく新たな式を使っている.このモデル

を用いれば，管状体がどの様な巻き方をしていよう

と，それに近似する式を立てることは可能であろう.

しかしこの場合，いかなる固定された座標軸も，巻

きの形態を表現するために設定された便宜的な指標

に過ぎなくなってしまう.これに基づいて作られた

近似式が実際の形態をいかに満足に表していたとし

ても，それはもはや近似のための近似に過ぎず，そ

B 

-+ E十

位三つ

: 
x 

図 3 Bayer の考案した動的モデル.

このモデルでは管状体を表すのに二つの要素(成長の場と初期変位)を考える. A , 
対数螺旋を示す成長の場の例.この場の形状は. dx/dt=a x-y; dy/dt=x+ay; 
dx/dt=b z となり. 2 つの係数 a および b で表される. B，成長の場に置かれた殻
口部を表す初期変位(黒丸)と，それが場の情報に従って移動することによって結果
的にできあがる殻形態.一般には α 〆 b なので，殺口部の形は原点からの距離に対
してアロメトリックに変化する.
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れだけでは巻きのメカニズムを解明することにはつ

ながらないであろう.

動的モデル 形態形成のメカニズムを解明するた

めに，微分的な見方の重要性を初めて強調したのは

Bayer (1978) であろう.形態を"静的"に記載した

モデルは"できあがった殻形態の単なる印象を作り

出すだけで，その中には，いかにして殻が作られて

いったかという成長の情報は全く含まれない"と彼

はこれまでのモデルを鋭く批判し，これにとって代

わるものとして，動的モデル(dynamic model)を提

唱した.このモデルでは，形態を決定する要素を伸

張関数 (growth operator) と初期変位(initial input) 

とに分けて表すことで，形態を"動的"に記述する.

ここで伸張関数は，個々の場所での局所的な成長ノf

ターンを司る位置の関数であり，単独では成長の場

(growth field) なるものを形造る(図 3A). これに対

して初期変位は，これから成長するべき最初の穀の，

成長の場の中における位置を表す.成長の場の中に

置かれた開口部を表す母曲線上の個々の部分が，成

長の場が規定する各々の位置での伸張様式に従って

成長していくことにより，最終的に対数螺旋殻が形

成される.したがって，同じ成長の場を持った系

(growth system) を利用していても，初期変位の違

いによって異なった形態が作り出される(図 3B).

そして，初期変位の段階での僅かな差違が，最終的

には成体の形に大きな違いを生じさせるのであると

彼は主張した. Bayer は自分のモデルの独自a主を際

だたせようと， Raup はアナログコンピュータに

よって，形態を描くという技術的な理由の為だけに

微分的なパラメータ(螺環拡張率 W) を用いたに過ぎ

ないと決めつけている.成長を重視した Bayer の形

態の捕らえ方は， Raup を初めとする伝統的なもの

に較べて，概念的には確かに大きな進歩があったと

思う.しかしながら，ラウプ・モデルに代わるもの

として Bayer が主張した動的記述法によるモデル

は，パラメータに関してラウプ・モデルのそれと大

きく異なるものではない.対数螺旋成長を示すとき

の，伸張関数あるいは成長の場の形状を決定する係

数は，ラウプ・パラメータの中の螺環拡張率 W に全

く対応するものであるし，初期変位を表すためには，

もし殻の断面が円形であると考えれば，ラウプ・パ

ラメータの D と T で十分である.ただし，ラウプ・

モデルの S に相当するものは，動的モデルでは等角

螺旋までの動径に対して，アロメトリックに定義さ

れているので，成長を通じて母曲線の形態を変化さ
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せることが可能になっている.しかしながら，対数

螺旋成長をしている穀を表現する限り，両者の差は，

あまり明瞭ではない.微分的な記述法は，むしろ対

数螺旋を示さないような成長様式を表すときに威力

を発揮するのである. Bayer は，さらに一般的な殻

形態を表現するために..二次的入力 (secondary inｭ

put)" と称して，成長に伴う母曲線の変形と，回転軸

の変更や動揺を考えているが，これらはモデルを複

雑にしただけであまりメリットがなかったように思

われる.特に後者は，彼自身が掲げた微分的記述法

とは調和しがたい概念である. Bayer のいう成長の

場に似た概念は， McGhee (1 978) の二枚員の振れに

関する研究の中にも認められるが，彼のモデルが，

実際に形態解析に適用された他の例を筆者は知らな

~ '. 

動標構モデル 一方，筆者 (Okamoto ， 1988a) が提

唱した成長管モデル (Growing tube model) は，いか

なる固定座標軸も絶対的測度も用いないという点で，

今までのモデルに比べてかなり異なったものである

(図 4A). このモデルは，殻形態は個々の時点、での局

所的な相対成長の積み重ねの結果であるという思想

を具E見したものである.そしてちょうどハイウェイ

の形状を，その上を一定スピードで走る自動車のハ

ンドルの切り方で記述するように，管状体の自由な

成長過程をその場その場での成長の仕方だけによっ

て表現するのである.この方法は，微分幾何学の初

歩であるフルネ標構(動標構)の概念を，成長する

管状体に拡張して適用したものである.すなわち，

常に開口部に位置し，開口部の半径分の長さを単位

とするような， 3 つの相直交するベクトル(接線ベク

トル，主法線ベクトル，および従法線ベクトル)から

なる標構を考える.この標構は次の成長段階では，

開口部の移動に伴って少しだけ長くなると同時に少

しだけ移動・回転する.成長管モデルでは，こうし

た標構の伸張，移動，回転の様式を，標構自らを尺

度として測り，成長段階 S の関数である，基準化曲

率 c (S)， 基準化振率 T (S) ， および半径成長率 E

(S) によって，管状体を表現する.もし， 3 つのパラ

メータが，成長を通じて一定ならば，できあがる図

形はアイソメトリックとなり，ほぽ Raup (1966) の

スペクトラムに対応する.

成長管モデルで穀形態を表す利点、は 2 つあると考

えられる.ひとつは，滑らかに成長したものならば，

立体的にいかなる巻きをしていても，幾何学的に意

味を持つ 3 つの微分的パラメータで記述でき，異種
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A 

図 4 ill}J棋倒の概念を用いた成長管モデノレと，これによ って拙かれた異常巻きアンモナイ
ト .

A ， 成長管モテソレて・は ， 半径分の長さを持つ 3 つの単位ベクトノレ(接線〈 主法線内
従法線 b) からなり，常に殻口部に沿って移動する様構を考える . これが空間を移動

して行く様子を ， if!}J標構自らを尺度として ， E ( = 1'1 '/ η) ， C ( = IJ) およびア ( = 利 に
より記述する . 従って，固定された座標軸は一切必要としない.
B. PolyþlycllOceras を描こうとしたときの失敗例. このモデノレて・はパラメータを正

般に見積り難いうえ， 誤差が蓄積し，しばしば現実には有り得ない様な形態を錨き
出してし まう . 本来は 3 本のシャフトは平行でなければならない.

聞の形態の類似性を 2 次元タイヤグラムの上で比較

する こ とができる点である . もうひとつは， 動標織

の単位長さが成長に対応して変化(増加)するので，

成長を通じてパラメータ間の相似性が完全に維持さ

れている . この性質は， コンピュータシミュレー ショ

ンを非常に容易にする . 元来座標軸とい うものは物

の形や位置を表現するために導入する人為的なとり

きめであって， 生物自体(特に複雑な管状体を作る生

物)にとって生態的に意味を持つ方向とは考えられ

ない. 人為的な座標軸を一切}'I'J し〉 ない こ のモテ、ルは，

生物そのものの成長様式により近いモデルであると

言えよう . 一方このモデルの欠点は， パラメ ータが

実測しに くいことである . 特に基準化換率は成長方

向の 2 回微分になって しまうか ら ， 実際の標本から

直接この値を正確に見積るのは不可能に近い. そこ

で筆者 (Okamoto ， 1988a) は ， いくつかの異常巻きア

ンモ ナイ ト の成長ノf タ ー ンを ， このモデlレを用いて

解析す る際に，先ず前述のチューブモデ/レによって

形態をいったん近似し， これから間接的に成長管モ

デルの 3 パラメ ータを求めた. このモデJレを用いた

Po砂ty，ιhoceras の形態の近似過程では， 興味深い事

実が見いだされた . つまり ， このモデルで与は， 入力

された微分的ノ Tラメータの誤差が形態に蓄積されて

しまう のである (図 4 B ) . 本来このアンモナイトは，

3 本の シャフ トが互いに平行になるよ うに U ターン

を繰り返すのであるが， これについて成長管モデル

て、整った殻形態を近似するのは案外難しい. これは ，

動標構を用いたこ のモデルが， 予め与えられた情報

の通り忠実に成長を行うという ， いわば盲目的な成

長モテ'ルて‘あ るからである.例えば，目隠ししたド

ライパーが車を正確に U タ ー ンさせるのが， いかに

至難の業であるかを想像すれば理解できると思う .

成長に関する情報は， おそらく ， 筆者が示した 3 つ

の微分的ノ fラメ ー タを順次取り 出すような形で， 初

めから完全にプログラムされているわけではないの

であろう . このアンモナイ ト には， 外界(前に形成し

た自分の殻を含めて)との相互作用によっ て， 整った

殻形態を作るような調節機構が備わっていたことが

示唆される .

これまで， 管状体を表記するために提唱されたモ

デルをいくつか紹介してきたが，どれが最も優れて

いるかを論じることはできない. 単純なものほど概

して近似はよ くない. そして近似をよくしようとす

ると必然的に複雑化し普遍性が失われる . 理論形態

学においても，モデルはあくまで何かを説明するた

めの道具に過ぎないから，研究の目的に応じてふ さ

わしいモデルが異なってくるのは当然である .
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3. 管状体の静水力学

力学に代表されるような機械論的な取り扱いは，

管状の殻を持った生物に対しでもしばしばなされて

いる.これらは必ずしも理論形態学の範鳴に入るも

のばかりではないが，特に外殻性頭足類の殻形態に

対する静水力学的制約は，理論的形態へのいわば制

約条件としての役割を果しており，既に述べてきた

モデルと密接に結びついて発展してきた.静水力学

的アプローチは，密度計算・生息姿勢の推定・巻き

のメカニズムへの洞察の 3 つに大別できるが，いず

れも管状体における理論形態学の有効性を理解する

ために重要と思われるので，この項ではこれらの中

で主な例を紹介する.

穀体の平均密度 アンモナイトの殻はオウムガイ

と同様に，住房と気房の 2 つの部分からなっている.

軟体部が入っている住房の比重は，海水よりも少し

重いので，海水中に浮かんで生活するためには，気

房を気体で満たして住房の負荷を相殺しなければな

らない.生息時には，殻と軟体部を合わせた全体の

平均密度は，海水の密度とほぼ等しくなっていたは

ずである.オウムガイの生息姿勢の観察から得たこ

のような考えに基づいて， Teichert (1933) はオルソ

セラスの， Trueman (1941) はアンモナイトの生存時

の平均密度を推定しようと試みた. Trueman の方

法は以下の通りである.先づ，生存時のアンモナイ

ト殻について，気房は気体によって完全に満たされ，
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住房もまた軟体部によって過不足なく満たされてい

たものと仮定した.そして，殻の体積や，気房・住
房の容積を等角螺旋に基づく管状体の等成長的モデ

ルを作って求め，さらに穀の密度を(これは実は穀の

主成分であるアラレ石の密度であるが) 2.94 g/cmへ

軟体部を(オウムガイの殻を使った水中実験と大胆

な計算から) 1.13 g/cm3 と見積って，全体の平均密

度を推定した.その結果，多くのアンモナイトの平
均密度は，海水の密度 1.026 g/cm3 にほぼ近く，海水

中に浮かぶことができたであろうと結論づけている.
その後，殻の密度は 2.62 g/cm3 (Reyment, 1958), 

軟体部の密度は Denton and Gilpin-Brown (1961) 

によるコウイカについての実測値をもとに1.062 g/ 

cm3 (Raup and Chamberlain, 1967) とそれぞれ訂正

されたが，後の数多くの計算と応用においても(表

1) Trueman の方法自体は踏襲され (Raup， 1967; 

Heptonstall , 1970; Tanabe , 1975, 1977; Ward 

and Westermann, 1977; Okamoto , 1988b)，多くは

アンモナイトが海水中に浮くのに十分な体質の気房

を持っていたことを認めている.しかし Ebel (1983, 

1985) は，ほぽ同様の密度計算によって，多くのアン

モナイトが海水の密度よりもかなり重なったと結論

づけているし，筆者 (Okamoto ， 1988b) は，このよう

な仮定に基づく密度計算には大きな誤差を伴うこと

を指摘している.

生息姿勢媒体と等しい平均密度を持つ物体の媒

表 1 外殺性頭足類に関する静水力学的研究例.表中の具体的な数字は，仮定された値を
表している.

LlTERATURE MATERIAL 
RELATIVE SHELL SHELL TISSUE WATER TOTAL 

PURPOSE 
THICKNESS DENSITY DENSITY DENSITY DENSITY 

Teichert t 1933 
orthoconlc 

measured 2.6 1.08 1.03 mode of life nautilolds 

Trueman, 1941 a凹lIonites measured 2.94 1.13 1.026 neutral mode of life 

Reymen t. 1958 
general 

回easured 2.63 1.026 postmortem behavior 
ectocochlias 

Raup & Chamberlain , 1967 a副首onites O.0772x radius 2.94 1.067 1.026 1.026 life orientation 

Raup.1967 a阻monites O.0772x radius 2.94 1.067 1.026 1.026 life orientation 

Heptonstall , 1970 ammonites measured 2.62 1.068 1.026 1.026 cameral liqu1d 

τar国be.1975 heteromorph 園田sured 2.62 1.03 shel1 buoyancy 

Tanabe, 1977 heteromorphs measured 2.62 1.067 1.026 neutral-
negatlve 

mode of life 

Ward & Westermann. 1977 hetero田orph 皿easured 2.62 1. 05 ・ 07 1.026 neutral mode of life 

Ebe1.1983 a岡田nites measured 2.53 1.03 1.0 positlve mode of life 

Saunders & Shapiro , 1986 a田Ilonites 06048 x radius 2.62 1.055 L026 neutra1 1ife orientation 

Olcamoto, l988b hetero田orph measured 2.62 1.067 L026 ~:~~;!~b1Y error estimation 
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体中での静止姿勢は，物体の浮心と重心との位置関

係から静水力学的に求めることができる匂ここで浮

心とは，物体を均質なものと見なしたときの重心で

あり，媒体からの浮力はこの点に対し上向きに作用

する.一方，重力は物体の重心に対し，物体の質量

分だけ下向きに作用して浮力と釣り合うから，物体

は，浮心が重心の真上にあるような向きで静止する.

このとき浮心・重心聞の距離は物体の姿勢の安定性

を示すーっの指標となるであろう.

アンモナイトやオウムガイの，海水中での生息姿

勢の推定に関しでも， Trueman (1 941) の方法が原点
になっている.彼は，アンモナイトの殻から実験的

に生息姿勢を測定する方法を考えた.まず，浮心に
ついては..化石それ自体から，あるいは石膏模型を

f乍って"(正中断面で半分に切り，おそらくピンやナ

イフの上で釣り合う点を捜すなどして)求めている.

一方，重心の方は各々の部分の密度を仮定しなけれ

ばならず，また"正常巻きの場合の重心は，浮心に

非常に近~~"という厄介な問題があるので，彼は全

体の重心を求める代わりに..軟体部の重心" (正確

には軟体部と住房を合わせたものの浮心と言ったほ

うがよいと思うが)で代用している.生息姿勢を近似

Orientation 
Trueman , 1941 

図 5 アンモナイトの生息姿勢を復元するときに，
しばしば用いられる 4 つの点の関係を示す図.
アンモナイトの気房と住房がそれぞれ均質で
あると見なせば，全体の重心 (G)，気房部の重
心あるいは浮心 (P)，住房部の重心あるいは浮
心 (M)，および全体の浮心 (B) は鉛直線上に
配列する.従って，これらのうち任意の 2 点
聞の方向を求めることにより，生息時の姿勢
を推定することができる. Trueman (1941) 
の図を改作.
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的に求めるためには，これで問題はない.なぜなら

全体の重心は，明らかにこれら 2 つの点の聞に存在

するからである(図 5). Trueman (1941) はこのよう

な考えに基づいて，正常巻きだけでなく，いくつか

の異常巻きアンモナイトに関しても，実験的に生息
姿勢を見積った.

Raup and Chamberlain (1967) は， Raup (1966) 

のモデルと Trueman の方法に基づくコンビュータ

シミュレーションによって，殻形態から生息姿勢を

推定する方法を考案した.このシミュレーションで

は，殻や軟体部の比重のほかに， Trueman が計測に

よって得た殻の厚さや全体の比重が，定数として仮

定されているので，殻の概形が与えられれば，住房

と気房の配分や生息姿勢が一意的に決定される.

Raup (1967) は正常巻きアンモナイト一般について，

ラウプ・パラメータ(前述)と生息姿勢や穀体の安定

性との関係を調べ，静水力学的見地からみた形態の

機能的制約条件について論じている.最近でも，正

常巻きのアンモナイトやオウムガイについて，更に

詳しい静水力学的議論をした研究があるが (Saun­

ders and Shapiro, 1986; Swan and Saunders, 
1987)，方法として特筆すべき点はなし二番煎じ的

印象は否めない.また，異常巻きアンモナイトの生

息姿勢に関しては，おそらく適したモデルがなかっ

たために，長らく感覚的な推定以外なされていな

かったが (Ward ， 1979; Klinger, 1981)，最近筆者

(Okamoto, 1988b) は， Trueman と同様のコンセプ

トと独自のモデル(成長管モデル，前述)を使って，

成長過程を通じての生息姿勢の変化をシミュレート

した.

巻きのメカニズム 機能的見地から形態の制約条

件を論じた研究が多いのに対して，どの様なメカニ

ズムで殻が巻いて行くかを考研した論文は，筆者の

知る限りほとんどない.同じ成長様式(等成長)を続

けて行けば，殻形態は必ず，棒状か，等角螺旋状か，

あるいはへリコイド状のいずれかをとる.したがって，

アンモナイトやオウムガイの多くが等角螺旋状に巻

くのは，確かに当り前のように恩われる.しかし，

その当り前の規則の中に，何らかの要因で乱された

"異常"を見いだしたとき，それは巻きのメカニズ

ムに迫る糸口になりうる.

Merkt (1966) は，側面にカキ殻の付着した，奇妙

なアンモナイトの標本を発見した(図 6A). 断面を

見るとカキはアンモナイトが生きているときに付着

し，アンモナイトと一緒に成長したことは明らかであ
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Host Reaction 
Merkt , 1966 

A 
B 

M 

図 6 側面にカキ殻が付着したため，宿主反応を起こしたアンモナイト標本(A) とその静
水力学的解釈(8).

このアンモナイトは，初期の殻の対称面が常に鉛直になるように，カキ殻による負
荷とは反対側に螺環を移動させて釣合を保ったと考えている .MおよびEは，アン
モナイトの住房部と付着したカキの重心で，それぞれ下向きに重力がかかる.これ
らの合力(白抜きの矢印)は斜線部の面積が等しくなるような点Kにかかる.一方，
アンモナイトの気房部は，その中心Pにかかる上肉きの力によって前述の合力を相

殺している.

る.なぜなら，殻の片側にカキが付着したことによっ

て，アンモナイトは巻きの方向を変更し，軸の方向

へ螺環をずらして成長している.この現象を，彼は，

次に示すような巻きの静水力学的メカニズムを仮定

することで説明した.すなわち，彼は，初めの巻き

における殻の対称面が，成長を通じて垂直に保ち続

けるようにアンモナイトは巻きを"調節"している

と考えた.だから，カキ殻が大きく成長し，平面的

な巻き方では殻の対称面を黍直に維持できなくなっ

てしまうと，傾いた方とは反対側に螺環を移動させ

て，前の殻の対称面を垂直に戻すのであると考えた

(図 6B). さらに，アンモナイトにとって対象面を垂

直に保つというメカニズムは，遊泳能力を維持する

上で必要であると論じている.

この仮説の妥当性に関しては，筆者はやや疑問を

持っている.しかし，生物の形態が予めプログラム

されていた通りに"盲目的"に形成されるのではな

く，形を整えるために"調節"を行っていることを

重視したこの研究は高く評価したい.

最近筆者は，異常巻きアンモナイトの生息姿勢の

シミュレーションを行った際に，生息姿勢が大きく

変化すると推定されるステージと，殻表面に刻まれ

た肋の方向性が変化する成長段階が，よく対応して

いることに気がついた.また成長線の観察から，肋

は開口部に対して平行に形成されていたことがわか

る.そこで，この対応が，殻口部が成長を通じて，

海底面に対して一定の傾きをなすように形成された

結果であると考えた (Okamoto， 1988b). 実際，この

仮説によって理論的に形成される肋傾斜のパターン

をコンビュータシミュレーションで描き出し(図 7) , 

標本から観察される傾斜ノfターンと比べるとよく一

致する.このシミュレーションで筆者は，巻きのパ

ターンは成長管モデル(前述)によってアプリオリに

与えているが，その表面に発達する肋の傾斜は，生

息姿勢に依存した機能的にももっともらしいメカニ

ズムで機械的に形成されたことを示そうとしている.

もしこの肋形成に関して仮定したルールが正しい

とすると，一つの疑問が生じる.すなわち，生息姿

勢(螺環の成長方向)によってはこのルールを絶対に

満足しえないような場合が存在する.例えば開口部
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Apertural Constancy 
Okamoto. 1988b 

図 7 穀口苦11の傾 き が水平な海底而に対 して常にー
定(上向 き 50') であると 仮定し ， 生息姿勢の計
算に基づいて推定された理論的な成長バター
ノ ー

実際の殺表聞に発達する肋は ， 成長紛l と平行
に形成 さ れるから， 図に表さ れてい るパター
ン とよく ー欽している. こ のモデルでは， 巻

きのパターンは予めイ ンプッ 卜し てい るが ，

殺口部の形状は外的情報との相互作用の結採
決定さ れると考えてい る 点が特徴的である

が真下に向いてしまうような姿勢をとる棒状の殻形

態では， 筆者のシミュレー ションで設定されている

ような上向きに 50・ の傾きを持つ開口部はどうして

も作りえない . 事実， Okamoto (J988b) は ， 棒状の

殻と ， 直進と U ターンを繰 り返すような殻の肋傾斜

は， このようなメカニズムでは説明できないことを

認めている . しかし ， ノス ト セラス科に属する大方

の異常巻きアンモナイトの殻では(不思議なことに) ，

このような問題は生じていない. あたかも ， 殻が成

長する際に， そのような問題が生じないように殻成

長の方向自体をも“調節"しているかのよ うであ る .

さらに筆者は， 異常巻きアンモナイトのー属であ

る Nipþonües について，肋の傾斜パタ ー ンと ， 巻き

の様式の変化 との関係を詳細に調べ， その規則性を

明らかにするとともに，蛇行螺環が形成されるメカ

ニズムについて "成長方向の調節モデル" 仮説を提

唱した (Okamoto ， 1988c) この仮説の骨子は以下

のようなものである . Nipponites の蛇行~索環は， 右
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巻き ・ 左巻きのへリコイド (he li coid) とほぼ平面巻

きのクリオセラ ト イド (crioceratoid) が交互に発現

した結果形成されていることは明 らかである . そし

て切り 替えのタイミングに関しては，成長方向があ

る一定の上限(水平面に対する仰角)よりも上を向い

たときに， クリオセラ 卜 イ ド からへリコイドに変更

し ， 一定の下限よりも下を向いたときに ， へリコイ

ドから再びクリオセラ トイド に変更すると考える .

なぜな ら ， 実際の標本では，肋の傾斜が最も大きく

なったときと最も小さくなったときに巻きの様式の

変更が認め ら れ， 傾斜の極大値と極小値は， 成長を

通じでほぼ一定しているからである .

この仮説に基づいて ， そ れぞれの巻きの様式につ

いて具体的にいくつかの仮定を し て ， 蛇行螺E誌が形

成されていく過程をコンピュ ータシミュレーション

で示すことに成功した(図 8A) . そして最も興味深

いと思われるのは， 極大 ・ 極小値の 2 つのパラメー

タの与え方によって ， 簡単に， そ して不連続に， 祖

先種の殻形態と思われる巻きの解けたスパイラルに

移行してしまうことである(図 8B) . 単なるスパイラ

ル状の螺環か ら ， 蛇行螺環への殻形態の移行は， 視

覚的には劇的に見えるが， それは巻きの様式に関す

る遺伝的プログラムの僅かな変更によって達成し得

たもののように思われると結論できる .

成長方向の調節に関する仮説として， 上に示した

ようなメカニズムがどの範囲の頭足類の殻形成に当

てはまるかは今後の問題であるが， このような考え

方と方法はこれから迎論形態学が目指すべき一つの

方向を示していると筆者は確信している .

4. 制約条件と必然性
一一新しい方法論の模索

対数!服旋モデルを用いた Raup の一連の研究は，

コンピュータシミュレー ションを形態解析に応用し

た先駆的な業績であったばかりでなく ， 理論形態学

の概念と方法論の発展という意味でも大きな意義が

あったものと思われる . コンピュ ータが描き 出した

管状体の理論形態は， 自然界に観察される殻形態の

多様性よりもはるかに大きな広がりを持つもので

あった . つまり "実際の殺は，理論的に作り 出 され

る殻形態のスペク トラムのなかのごく 限られた部分

を占めているに過ぎない" のである . 彼はこの現象

を説明するために ， 機能的な見地からい くつかの制

限要因を考えた. 例えば "二枚貝の殻は両穀をつな

ぎ合わせる為に，ちょ うつがい を作り得るよ う な穀形

態でなければな ら ない:あるいは"一般の巻貝は捕食
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A 

Developmental Regulation 
Okamoto , 1988c 

図 8 成長方向調節モデル.
A, Nipponites の蛇行螺環と肋パターンの形成過程を示す図.成長方向が上限(上向
き 40. )あるいは下限 (0・)を超えたときに，巻きが"クリオセラトイド"から"へリ
コイド"にあるいは"へリコイド"から"クリオセラトイド"に切り替わる事によ
り，成長方向を調節したと考えている.このモデルは，図 7 で示したメカニズムを
更に発展させて，巻きの様式をも外的情報によってコントロールできるような機構
を取り入れたものである.
B，上述のモデルで作り出される，互いに不連続な 3 つの理論的管状体.たとえ初期
設定を連続的に変化させても，出力される形態には突然の機構的跳躍が生じる.

者から身を守るために，あるいは殻の強度を増すた

めに，開口部が小さく螺環が内側のそれにオーバー

ラップしたような形態を必要としている"等.従っ

て， Raup のこれらの研究の目的は，単に付加成長を

する管状体の一般的なモデルを作るだけでなく，生

活様式や機能に応じた殻形態の制約条件を明らかに

することにあった.管状体における理論形態学的ア

プローチの大半は，ラウプ・モデルと彼の方法論を

踏襲している.このような目的のためには Bayer の

批判する"静的モデル"でも十分である.なぜなら，

機能は完成された(あるいは個々の時点での)形の中

に備わっているものであり，形態形成の過程を重ん

じる必要はない.この類いの議論は，しかしながら，

背理的に形態の必然性を明らかにしようとするもの

であり，しばしば目的論的になってしまうことを指

摘しておきたい.

これに対して，筆者 (Okamoto， 1988a, b, c) の方

法は，形態形成の必然性に直接的に取り組もうとす

るもので，いかにして形態が作られたかが興味の中

心にある.このためには，成長過程を重視した，い

わば"動的モデル"が不可欠であるのはいうまでも

ない.しかしそれだけでは十分ではない. Okamoto 

(1988a) で提唱した成長管モデルは，いかなる絶対的
尺度も用いずに，与えられた局所的な成長様式を順

次実行して行くものであったから，成長過程での僅
かな狂いを整えるような機構は備わっていなかった.

しかしながら，実際の成長様式は，あらかじめある

程度は決定されていたにしても，外界との相互作用
の結果，随時自らの形態を整えているように思われ

る.成長管モデルを発展させてこのような巻きのメ
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カニズムをシミュレートするためには，微分的に表

された情報をもう一度積分する必要があった.こう

して作られた，"成長方向調節モデル (Okamoto，

1988c)" はフィードパック機構を備えているために，

作られる形態には，初期設定条件の差異や，成長過

程でのアノマリーに対して，ある程度抵抗性がある.

しかし興味深いことに，それがある限界を越えると，

作られる殻は別の形態へと全く不連続に変化してし

まう.筆者は Okamoto (1988c) の中で，異常巻きア

ンモナイト ， Eubostrychoceras から N砂Iþonites への

進化を，このようないわば"機構的跳躍 (mechanical

saltation)" によって説明した.そして同様のメカニ

ズムによる形態の跳躍は，他にも自然界に観察され

るように思われる.もちろんまだ仮説の域を出てい

ないが，このような知見は，静的モデルによる単な

るパターン認識や，制約条件の考察からは，決して

演縛することができなかったであろう事を，最後に

強調しておきたい.形態形成のメカニズムに迫るた

めには，成長を考慮にいれた微分的アプローチと，

外界との相互作用を考慮にいれた積分的アプローチ

の両方が不可欠なのである.
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|図書案内 | 
古 生

小畠郁生著:恐竜の足跡.新聞選書， 238p.，新潮

社， 1986年， 920円.

〔主要内容〕よみがえった竜一フタパスズキリュウ

の発見/四大陸の恐竜たち/恐竜に湾、かれた男た

ち/恐竜はなぜ絶滅したのか/恐竜最新情報.

〔寸言〕本書の題名は，恐竜なる動物が地中に残し

た動かぬ証拠から，人聞がどのように推理をた

どってきたかを象徴的に示す.

小畠郁生著:化石は語る恐竜の時代.古生物学の素

描.四六判， 261p.，思索社， 1986年， 1800円.

〔主要内容〕化石は語る一恐竜の時代/恐竜の世

界/恐竜時代の海の覇者一アンモナイト/自然史

博物館と古生物学/古生物学周辺.

〔寸言〕本書の内容はこの20年あまりの聞に主に自

然科学系の雑誌に書いた短篇を選んで構成.

荒木一成著:恐竜造形の世界. A4 判， 128.，大日本

絵画社， 1987年， 2500円.

〔主要内容〕地球の年代と生物の進化について/腿

虫類の分類について/恐竜の分類について/全恐

竜の名称リスト/化石が見れる博物館一覧/復元

について・色のはなし/大英博物館の恐竜たち/

恐竜本紹介のページ/映画の中の恐竜たち/恐竜

造形の方法.

〔寸言〕月刊モデルグラフィックス誌に連載した記

事と作品の写真をもとに構成されたきれいな本.

著者の本業は鎖灸医.

アラン・チャーリッグ著(長谷川善和・真鍋

恐竜は生きている. 新しい恐竜の見方.

判， 205p.，どうぶつ社， 1987年， 2500円.

真訳) : 

B6 変形

〔主要内容〕恐竜とは何か/移りかわる地球/どの

ようにして化石になったか/化石と地質時代/進

化と系統樹/恐竜発見のはじまり/恐竜を探しも

とめて/恐竜の生活をさぐる/分類の原理/恐竜

の分類/恐竜の起源/獣脚亜目の恐竜/竜脚亜目

の恐竜/鳥脚亜目の恐竜/角竜・剣竜・鎧竜亜日

の恐竜/恐竜は温血動物だったか/恐竜と鳥類/

• Some popular books on paleontology (13) 
•• Ikuwo Obata 国立科学博物館地学研究部

物
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図 書 ガ イ ド (13)*

畠 部 生**

恐竜の地理的分布/恐竜の絶滅/新しい状況一日

本語版に寄せて.

〔寸言〕著者は大英博物館(自然史)の研究者.訳本
のレイアウトやデザインのため読み辛い感じが否

めないのは残念.

福田芳生:図解恐竜はどんな生物だったか.その素

顔と生活をさぐる.ブルーパックス， 295p.，講談

社， 1987年， 640円.

〔主要内容) 1 億年以前の魔の峡谷/恐竜のミイラ

化石/恐竜の骨細胞はなぜ鴫乳類型なのか/恐竜

のしっぽの膿/恐竜の舌はどんな仕組をしていた

か/皮膚から毒液を分泌して身を護った恐竜/恐

竜は糞をどのように排池したか/恐竜は皮膚病に

悩まされていた/腸閉塞を起こした魚竜…

〔す言〕上記の例に示したようなタイトルで50項目

が挙げられており，各数頁程度の解説がある.

浜田隆士著:地球物語. 46億年の謎を解き明かす.

新潮文庫， 207p.，新潮社， 1987年， 480円.

〔主要内容〕地球は水惑星/地球生命も ET だっ

た?/大陸が動く，海底が動く/石が語る生命の

歴史/サンゴ礁は地球の宝/緑が秘めるカとめぐ

み/現代に生きる化石資源/人間と地球，その未

来.

〔寸言〕地球という自然システムを，化石などを使っ

て分り易く解説.付録として「絶滅を語る J に著

者とヒサクニヒコ氏との対談がある.

畑正憲著:恐竜物語.上.奇蹟のラフティ.角川

文庫， 370p.，角川書店， 1987年， 540円.

〔主要内容〕第一部:仔馬の夜/暗雲の朝/月の光

を浴びて/竜の卵/老人との密約/ニューヨーク

発 JAL005/赤狩り/二つの場合.第二部:天才
ひ守ま

騎手/なさぬ仲/ラフティ/海亀/傑索/熊/解

剖/手術/洞穴.第三部:遠乗り/出会い/波

紋/山の夜/岩の隠れ家/穴の底で/美しい奇

蹟/予期せぬ宝/閉じこめられて.

〔寸言〕恐竜の卵を発見し，現代に蘇らせようとい

う計画を立てた研究者を主人公とするフィクショ

ン.愛と夢と冒険のサイエンス・ファンタジー.

中・下巻も出版された.
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|書評|

大森昌衛・須賀昭一・後藤仁敏(編) :海洋生物の石

灰化と系統進化.東海大学出版会 1988年11月.

264 x 190 mm, 7000円.

Biomineralization とよばれる生体内における鉱

物化作用，とりわけ石灰化作用は，生物進化に興味

をもっ者にとって，地球生物の本質にかかわる古く

からの問題であるのみならず，生を営む人間として

は自身が日常的に直面する生理的現象として重要な

問題でもある.しかし，これが自然科学の多くの領

域にまたがる問題として取り上げられ，共通の広場

で様々な角度から議論されるようになったのは，ご

く近年のことであった.生鉱物化作用に関する国際

会議は1970年にドイツで開催されたのが皮切りで

あった.その後，第 2 回アメリカ，第 3 回が日本(賢

島) ，第 4 回オランダ，第 5 回アメリカと， 2 年から

5 年の間隔で開催され， 1990年にはふたたび日本(小

田原市)で第 6 回会議が行われようとしている(化石，

45号， p.34 参照).今回の主題は "Mechanisms and 

phylogeny of mineralization in biological systems" 

とうたわれているが，この策定のために東京で行わ

れた討論会の産物が本書である.

全体で305ページに達する本書は， 22人の執筆者に

よる 17章で構成される.内容は多岐にまたがってい

るので，各章の題名のみ次に紹介する. 1) 大気・海

水の化学組成の変選と石灰化， 2)海洋環境における

鉱床形成と生物活動， 3) 海洋生物の石灰化の起源と

系統進化について， 4) 藻類および高等植物の石灰化

と系統進化， 5) サンゴ類の骨格形成と石灰化， 6)軟

体動物の殻体形成と石灰化， 7)二枚貝の貝殻構造と

その系統進化， 8)腹足類の穀体構造と系統発生， 9) 

二枚員の殻体の石灰化と過飽和度， 10) シャミセンガ

イの殻体とその石灰化機構， 11) 下等生物石灰化機構

に関する 2 ， 3の細胞学的考察， 12) 硬組織中のタンパ

ク質についての比較生化学， 13) 硬骨魚類の耳石お

よび鱗の成長と石灰化， 14) サメ類の皮歯および歯の

発生と脊椎動物における硬組織の系統発生， 15) 晴乳

類のエナメル質組織の進化， 16) u甫乳類のエナメル質

結晶の進化， 17) 歯に含まれる微量元素と動物の系統

進化.

論集としての性格上，各章とも体裁を異にする独

立の内容となっており，一般的な総説から各論的詳

説まであるが，それぞれを単独に読んでも差し支え

ない構成となっている.総説類はそれぞれ興味深く

まとめられ，大学学部学生レベルの読者にとって好

適な内容になっている.書名から印象づけられる系

統進化の問題については，具体的な議論が比較的少

ない.しかし，脊椎動物の歯のエナメル質に関する

4 章は十分にその欲求を満たしてくれるものといえ

よう.その他の分類群については，明年の会議にお

おいに期待する.造本は堅牢で，図の写真類はきわ

めて鮮明である.

わが国では， 1977年の賢島における第 3 回研究集

会の会議録として， M. Omori and N. Watabe, 

(巴ds.): The Mechanisms of Biomineralization in 

Animals and Plants (1 980) が東海大学出版会から

出されている.しかし和文で書かれたこの分野の単

行書としては初めてであり，これによって開眼され

る読者も少なくないであろう.それを考えると，生

物グループそれぞれの解説ならびに石灰化の現象面

の記述と問題の所在を指摘する各章聞の，有機的な

つながりを説く序論が欲しいところであった.さら

に，古生物学関連の分野では，一般に対象分類群ご

とに国際会議をもち，知識を交換しようとする傾向

が著しいが，それとは趣を異にする横断的なこの国

際会議の20年の歴史を通じて，生鉱物化作用につい

ての理解がどのように深まったかを知りたいのは，

あえて評者に限らぬことと思う.他日，関係者によっ

て総合的な解説がなされ，この願いごとがかなえら

れることを期待する.なお末梢的な問題ながら，著

者により結晶成長，結晶生長と二様の使い方の見ら

れること，ごく一部ながら本文中の図のキャプショ

ンに原図か引用図か明記されていないものがあるこ

とが気になった.

(高柳洋吉)
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|追悼| 速水倶子さんの他界を悼む

速水倶子さんは， 私が北海道教育大学函館分校に

在i敵していたときの教え子で， 卒業後東北大学大学

院に進学し， 畑井小虎先生に可愛がられて， "NEO­

gene Bryozoa from northern J apan" で\昭和47年

3 月東北大学から理学博士を授けられた . 昭和48年

から ， 私の居た愛媛大学教育学部の助手として来ら

れ， 翌年には講師に昇任，昭和52年 4 月には助教授

になられ， 教育 ・研究に協力していただいた . 11召和

52年10月 ， 私が千葉大学に移ってから ， 数年は元気

にすごしておられた . その後， 体の不調を訴えられ，

胃 ， 勝臓などの手術をされ， 入院 ・ 退院をくり返 さ

れたが， 責任感の強1~)彼女は極力教育 ・ 研究に努め

られた . その問 ， EI 本新生代こけむし化石に関する

論文 10余編， 国際こけむし学会の集会にも参加する

など， 学会で活躍された . 人柄もよく ， 学会の華と

して国の内外で人気もあった.

亡くなる前年(昭和62年)の 1 2月 ， 私は， 言わば

ifl)J つ人」として ， 彼女の担当していた講義を集中

でやりに 2 日程松山へ行ったのが， 彼女と話す最後

の機会となって しま った . そのとき ， 彼女はすでに

昭和55年，千葉に来られたとき.元気だっ た
速水倶子さん

すっかりやせ細って しまい，ま さに気力だけで生き

ている感じであった . 彼女に黙って主治医の所へ様

子をき〉に行ったが，主治医は「彼女が拒食症にな っ

ているので， どんなものでもよいから食べるように

す 〉めているのだが ・ 」 と話していた .

日本では数少ないこけむ し研究の同志， しかも ，

新生代こけむし化石研究にと ってかけがえのない人

を ， 40才台のなかばという若さて、失って し まい ， ま

ことに痛恨の極みである.亡 くなる年の 4 月には，

平素の精進が認め られ， 教授に昇任されたと聞いて

いた . たまたま ， 夏期休暇を利用して静養のため，

北海道倶知安町の御両親の元へ戻られたま〉病状が

悪化し ， 御家族に見守られて 9 月 26 日永眠されたこ

とはせめてもの慰めであった， と言うべきであろう
iJ、

最近， ようや く追悼文を書く気持にな り，遅れば

せながら ここに一筆認め，心か ら哀悼の意を表する

次第である .

(平成元年 3 月 31 日 ， 坂上澄夫)

昭和43年，東北大学大学院生の~l， 北海道教
育大学函館分校の学生と今金地方を巡検 し た

ときの速水さん(左から 2 人目 )
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追 悼
浅野清先生を偲んで

昭和 49 年(l97'1)当時

古生物学会名誉会員浅野 清先生は， 平成元年 3

月 24 日午前 4 時35分， つくば市の筑波大学附属病院

において ， 呼吸不全のため逝去された . 先生は前年

末に左腎の細胞癌のため入院， ただちに摘出手術を

受けた . 術後の経過は良好であったが， いかんせん

すでに肺に転移があり ， ついに回復の機会を失われ

たのである . 享年78歳. 告別式は小雨ふる 3 月 28 日

仙台市の東漸寺において，多 くの知友門下生の列席

のもとに執り行われた.

先生は， 明治43年 6 月 1 日名古屋市において浅野

逸造氏とやすじ夫人との聞の 11人の同胞中の末っ子，

7 男として生を享けた. 旧制第八高等学校卒業まで

同地に過ごした後， 東北帝国大学理学部に入学し，

昭和10年地質学古生物学教室を卒業， 直ちに大学院

に進学された . 昭和13年には南洋庁熱帯産業研究所

l照託となってパラオに赴き ， 同 14年技手にな られた

が， その秋に太平洋石油株式会社に移り ， 技師とし

てメキシコ固において石油資源調査に従事された.

太平洋戦争の始まる 16年夏に再び仙台に戻って， 以

来， 東北帝国大学副手， 助手，助教授と昇進， さら

昭和 1 8 年ころの有孔虫スケッチ

に昭和26年には ， 遠藤誠道教授の後を受けて東北大

学迎学部教授に任ぜられ， 昭和49年の停年退官まで

古生物学講座を担当された . 東北大学にあっては，

もっぱら研究と教育に専念されたが， その聞に評議

員として，折りからの学園紛争における学内の管理

運営にも尽力された . 退官後は， 住友石油開発株式

会社の嘱託となり ， 技術顧問 として ， 各種の石油探

鉱開発案件の審査および推進， 技術者の養成などに

努め， 昭和59年春の退社までフランス ， イラク等海

外にしばしば出張を繰返す活躍をされた.

浅野先生の古生物学への貢献は， 基礎的分野から

応用分野まで及んでいるが， その主体をなすものは

大学院在学中に始まる小型有孔虫の研究であった.

国内外の出版物に公表された論文は150篇に達し， 著

書も十指に余るが， なかでも世界的に高く評価され

ている業績は， 日本列島をはじめ東南アジア地域か

らの 5 新属 ， 3 1 3新種の記載を含む分類学的研究で

あった . 先生の有孔虫に関するモノグラフ類のうち

でも ， とりわけ"Ill ustrated cataJogue of J apanese 

T巴rti a ry smaJJer foraminifera" と "Th巴 forami -
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nifera from the adjacent seas of Japan, collected 
by the S.S. Soyo・maru ， 1922・ 1930" のふたつのシ

リーズは，北西太平洋地域の重要な古典の中に数え

られている.国際的には微古生物学関係の国際誌，

Contributions from the Cushman Foundation for 

Foraminiferal Research，その後身の Journal of 

Foraminiferal Research の associate editor や，

Micropaleontology の correspondent として活動

された先生の名がとどめられている.

浅野先生はまた海外学術調査にも精力を傾注され

た.研究指導者として，フィリッピン(昭和39年及び

41年) ，台湾(昭和41年) ，さらにイタリアを中心とす

るヨーロッパ諸国(昭和46年及び48年)等に赴き，そ

れにより古生物学，地質学上の顕著な成果が挙った.

特にヨーロッパの新生界の標準層序の発達地域にお

ける微化石層序と古地磁気層序に関する調査研究は，

上部新生界の国際対比の精度を著しく向上させた業

績として，国際的に注目された.

後進研究者の育成と研究指導の面でも先生の足跡

は大きい.門下より有孔虫学のみならず，広く古生

物学や地質学の諸分野の第一線の専門研究者を輩出

させただけでなく，地下資源開発等の応用方面にも

有数の人材を送りだした.これらの門下生のなかに

は，他大学からの研究員や外国人留学生も含まれて

いる.学部学生の教育においては東北大学のみなら

ず，多数の大学にも出講し古生物学を説かれた.

古生物学の振興に尽くした功績はきわめて大きい.

太平洋戦争後，有孔虫研究連絡会を起こし，雑誌「有

孔虫」を発行して，みずから健筆をふるい，文献や

世界の研究情報に飢えていた全国の若手研究者を助

けた.これは後に古生物学会の和文雑誌「化石」に

引き継がれ，ここでもまた編集にたずさわって古生

物学の普及に貢献された.なかでも先生が古生物学

の研究所の設立を願う全国の古生物学関係者の与望

をにない，日本学術会議会員として昭和44年より 2

期にわたって立ち，この実現のために自ら古生物学

研究所設立準備小委員会委員長として審議や各方面

との折衝につとめられた.さらに，広く古生物学の

発展のために積極的につくされ，開会議古生物学研

究連絡委員会，地質学研究連絡委員会，第四紀学研

究連絡委員会，水特別委員会等の委員を長年にわた

りつとめて，地球科学界全般につくされたことは忘

れられない.また，日本古生物学会会長をはじめ，
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日本地質学会，石油技術協会など学協会の役員とし

て，古生物学のみならず地質科学の発展に献身され

た.その功績によって，古生物学会ならびに地質学

会の名誉会員に推され，また石油技術協会より協会

賞を授けられている.

先生は大学在職中は少々血圧が高かったものの，

ほとんど患われたことがなく，晩年まで健康に恵ま

れていた.自称によると，大学入学までは酒を曙ま

なかったというが，教室に入ってから後は良き酒友

に恵まれたらしい.われわれが知る片平丁キャンパ

ス時代の先生はこよなく酒を愛し料理を好み，興至

れば厨房に立ち包丁をふるって極めて男性的な刺身

を作り，若い者達に振舞うことがお好きであった.

しかし，のどの方の才能には恵まれなかったらしく，

酒の入った若いものに歌をせがまれると，剣道の気

合い一声でお茶をにごすというていたらくであった.

研究室における日常では，よく勉強して丹念なノー

トを作り，常に新鮮で問題点をしっかりおさえた講

義をされたし，顕微鏡を覗きながらモノグラフ用の

有孔虫の大量のスケッチをしておられる頃は，ま

るっこい手でよくもまあ繊細な絵がかけるものだと

はたの者を驚嘆させた.また余暇を見つけては，職

員・学生の好敵手相手に碁に興じていたお姿も懐か

しい.会社顧問時代は，仙台と東京半々の生活の上，

若い頃以上に海外に出かけることが多く，またそれ

を楽しんでおられる様子にしばしば圧倒される思い

がした.引退後は仙台の自宅に龍り，病床にあった

令夫人の看病に当たられたが，その令夫人とご長男

に次々先立たれて，住み慣れた土地をようやく離れ
る決心をされ，つくば市で三男のご一家と一緒に暮

らすようになられた.以来，昔から好きだった読書

三昧の生活にもどられたようで，読後感を綴った便

りをよくいただいた.筆まめな方で，昨年末いただ

いた入院通知もいつもと変わらぬしっかりした筆跡

であったが，それが先生からの最後の便りとなった.

来年の底生有孔虫国際会議日本開催を控えて，不帰

の客となられたことが何よりもくやしい.

先生はいま仙台の北西郊の葛岡霊園に令夫人，令

息とともに眠っておられる.

ご遺族は，石油資源開発株式会社勤務の二男清継

氏(東京在住)と，文部省高エネルギー研究所勤務の

三男清光氏(つくば市在住)のご一家である.

(高柳洋吉)
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日元司
花井 Microfilm Collection * 

池谷仙之・塩崎正道料

花井哲郎(東京大学名誉教授・現在大阪学院大学教

授)先生は松花江統(中国大陸東北地方)の白亜紀介

形虫の論文を仕上げた後， 1953年から 3 ヶ年 Louisi­

ana State University に留学し， H_ V.Howe 先生

のもとで本格的に Ostracoda(介形虫)の研究に取り

紐んだ.

古生物の研究には，当然のことながら文献と比較

標本が不可欠である.当時， Howe 先生は介形虫類の

研究において世界的な第一人者で，これらの文献や

標本を精力的に整備しておられた.終戦直後のこと

であり，日本の状況と比較してアメリカの豊富な研

究資料に，花井先生もさぞかし感激されたことと思

われる.そして，帰国後の日本での研究条件を想定

しながら， Howe 先生のご好意により出来るかぎり

の情報を収集しようとされた.研究の合聞に，日本

ではとても入手困難と思われる重要な文献を次々に

マイクロフィルムに複写された.当時は米国といえ

ども，けっして豊かであったとは思えず，また，今

のように便利な複写機もなかった.毎日少しずつ頁

を繰りながら文献をフィルムにおさめている先生の

姿が想像される.それは分厚い文献を押えている先

生の指がフィルムのいたる所に残されているからで

ある.このようにして持ち帰られたマイクロフィル

ムは約184本(文献数にして 177件)におよぶ.東京大

学で先生の教えを受けていた頃，先生の抜き刷り箱

にない文献を図書館に探しに行こうとしていると，

「多分，何処に行ってもないだろう.マイクロフィル

ムにあるかもしれない」といって探し出して下さっ

た.このようにして何度か使わせて頂いたが，その

頃の私たちはごく普通のことと思っていた.尋近，

Senckenberg ~useurn の H. ~alz 博士を尋ねた折

りに， G. S. Brady の原記載が載っている LesFonds

de la ~er (1867・1872) の一部をコピーしようとした

ところ，オストラコーダに関する資料収集を誇るこ

の研究所にもないことがわかった.博士から， í帰

• Hanai Microfilm Collection 
•• N oriyuki Ikeya and Masamichi Shiozaki 
静岡大学理学部地球科学教室

路，パリで見るように」すすめられたが，あきらめ

てそのまま帰国してしまった.このことを花井先生

に話したところ，マイクロフィルムの中から探して

下さった.感激すると共に，このマイクロフィルム

の価値をあらためて見なおした.現在では日本全国

の大学・研究所の文献リストが整備され，多くの文

献の所在がわかるようになっているとは思うが，介

形虫関係だけがまとめであれば便利とも考え，この

マイクロフィルムの中にどんな文献が収められてい

るかを調べた.その中から各々の大学図書館では揃

えにくいと思われるもの，また，モノグラフや東南

アジア関係のものを選んで，以下にリストアップした.

フィルムはネガとポジとからなり，長い年月を経て

一部解読不能のところもあるが，ほとんどが良好な

状態で保存されている.また，介形虫以外の文献(甲

穀類他)も二，三含まれている.

今や，花井先生のまいた介形虫学の種は日本の各

地で芽をふきはじめたが，若い研究者は古い重要な

文献の入手に悩んでおられることと思う.先生から

「ご希望の方があればどうぞフィルムを使って下さ

い」との許可を得て，現在，静岡大学地球科学教室

が保管している.膨大な量なので，今すべてを複写

することは不可能であるが，是非とも必要なものか

ら順次起こして行きたいと考えている.ご希望の方

はお知らせ頂きたい.尚，全リストをご入用の方に

は個別にさしあげる.
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日本古生物学会定例評議員会(旧)議事録

平成元年 2 月 2 日(木) 10: 30~ 12 : 30 

京都大学理学部 l 号館 5 階共同セミナ一室

出席者:木村会長，鎮西，演回，速水，猪郷，糸魚

川，亀井，森，小品，斎藤，高柳，棚部

委任状:棚井(代:木村)，小高(代:森)

書記:加瀬，富田

報告

し常務委員会報告

<庶務>(1) 6 月の評議員会後， 3 同の常務委員会

を開き通常業務を処fn!. (2) 昭和164年度(平成元

年度)学術定期刊行物計画調書を学会誌304頁，

要求額:{40万 3 千 I'J として提出し， 63年度の研究

成果公開促進費実績報告書を 1 月末に提出. (3) 

評議員選挙の結巣については，去る 11 月 30 日，

立会人を大路樹生君として開票事務.有効数336

件(約47%) ， 5530票.新評議員の構成について

は次の通り:鎮西清南\演回隆士，長谷川善和，

速水格，平野弘道，猪郷久義，池谷仙之，糸

魚川淳二，亀井節夫，加藤誠，木村達明，小

泉格，森啓，野田浩司，小畠郁生，小笠原

憲四郎，斎藤常正，高柳洋吉，棚部一成，氏家

宏(敬称略 ABCII頃). (4) 昭和64年度(平成元年

度)科学研究費補助金の審査委員候補者推薦の

打ち合せが 8 月 30日，学術会議野沢保氏司会

のもとに行われ，その結果，地質学 2 段:植村

武・中川久夫;地質学一般 1 段:小松正幸・堀

越叡(留任は徳岡隆夫・岡田博有*)，層位古

生物学 1 段:加藤誠・氏家宏・棚部一成*・

大塚裕之本(留任は鎮西清高*)の各氏を推薦

[キは本会推薦:のちに加藤・氏家両氏に決定]. 

(5) 日本学術会議第 4 部長名で，第14期研連の委

員候補者11名を至急推薦するよう依頼があった

(9 月 12日付)ので， 6 月評議員会の決定に従い，

全評議員による通信投票を行った結果， 8 名を

選出し，回答.

<行事>1988年年会・総会・シンポジウムを東京

学芸大学で， 63年 1 月 28 日 ~30日に開催(参加者

日
u

-
-
-
-
ロ

事

250名).シンポジウム「成長線から何がわかる

かJ. 第137回例会を福島県立博物館講堂で， 63 

年 6 月 25~26日に開催(参加者121名) .明 2 月 3

日には1989年年会・総会・シンポジウムを京大

会館で開催.シンポジウム「古生物の機能形態
と形態形成J. 2 月 4~5 日には個人講演を京大

理学部で開催.第138回例会は， 6 月 24~25日に

長崎大学教養部で開催予定.

<報告・記事>1988年度 No.149 から No.152 ま

で，予定通り 304ページを発行.掲載論文は，

Transaction 18編， Short N otes 2 編，計20編.

No.152 は 1 ヶ月遅れ. No.153 から，カバーの

絵を変更 (Phillipsia ohmorensis Okubo). 新

年度から笹気印刷に.

<化石>45号を発行(12月 15日発行).論説 2 編ほ

かを含む計72頁. 46号以降の手持ち原稿は原著

3 編，評論 1 編等55頁分[資料配布]. 

〈特別号> No. 30 完成.松本達郎 A Monoｭ

graph of the Puzosiidae (Ammonoidea) from 

the Cretaceous of Hokkaido. [印刷 180 PP. , 12 
月 10 日印刷， 15日発行.文部省交付額80万円]

2. 賞の委員会報告

学術賞小笠原窓四郎:日本の上部新生界軟体動

物化石の研究

論文賞前田晴良 Taphonomy of ammonites 

from the Cretaceous Yezo Group in the Tappu 

area , northwestern Hokkaido, ]apan (報告紀事，

No. 148) 

3. 学術会議・古生物学研連報告

第14期，第 4 部付置古生物研連委員として，本会

から次の 8 名を選出. (敬称略)鎮西，斎藤，猪

郷，速水，木村，高柳，森，小畠，ほかに，諏訪

兼位(学術会議会員)，岡田博有(地質学関係)，上

野輝粥(動物学関係)，西田 誠(植物学関係)を加

えて計12名で構成.委員長は高柳，幹事として諏

訪，速水，森を選出.来年度の国際会議派遣候補

者を 3 位まで(斎藤，木村，諏訪)推薦.古生物学

研究所，地学教育(木村，猪郷，斎藤)， IGC組織

委員会， IGBP (鎮西，斎藤)関係等の問題につき

討議し，担当を決めた.
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4. 古生物学研究所検討小委員会報告

花井委員長のほか，高柳，小畠，猪郷，鎮西，速

水，木村で構成.文部省筋の意向を徴し，大学付

置の施設を考え，候補大学施設の設置形態，規模，

核となる定員拠出，強調する分野・内容など数大

学につき調査中.午後の新評議員会に花井君出席

して報告の予定.

審議

1.会員入退会・特別会員決定

会員の総数(1989年 2 月 2 日現在)

名誉会員 9 名

賛助会員 9 

特別会員 247 

通常会員 471 

在外会員 3 6 

計 772 名

次の諸君の入会およひ。特別会員への推薦，退会が

認められた. (敬称略)

<入会>深沢和恵，井戸和彦，花沢晃昭，橋本寿

夫， Tumanda, Fe P.，深山靖之，田村晃一郎，

百原新，高橋文雄，山北聡，佐藤由理，中

尾賢一，早坂竜児，浜田博隆，伊東広光，松下

訓，塩崎正道，湯本道明. (18名)

<新特別会員>相田吉昭，石田啓祐，大花民子，

田吹亮一，丸山俊明. (5 名)

<退会>新井ゆかり，石田正夫，加藤義範，菊池

良樹，久次米旭，後閑雅文，佐藤勉，渋谷

正通，中里 薫，野村ひろみ，三井さち子，林

徳衛，武智雅美，飯島東，森群平(正会員) : 

小畠信夫，松尾秀邦(特別会員) : ]. Keith Rigｭ

by , Chia-Ching Wang, Heng Ee Yin, Frank H. 

Kilmer(在外会員) :新日石開発株式会社，アプ

ダビ石油株式会社(賛助会員). (2 社21名)

<逝去>村本辰雄，吉田新二(正会員) :速水倶子

(特別会員) : Robert C. Morris (在外会員).

( 4 名)

2. 論文賞・学術賞の決定

推薦文を若干改訂することで，賞の委員会原案を

了承.なお学術賞受賞の被候補者資格等について

の論議の結果，現行規則の解釈についての微妙な

点などは，新しい賞の委員会での申し送り事項と

するだけでなく，評議員会で審議する.

3. 1988年度決算

[資料配布]原案を了承.

4. 新評議員会への申し送り事項

FOSSILS 46 (1989) 

(1) IPA および古生物研究所(新評議員会に花井

君が IPA 委員として出席，報告)

(2) IGC の組織委員について(議題)

(3) 年会・例会における問題点と改善案

(4) 寄付金募集

(5) 会則の改訂の検討

(6) 賞に関する規定

(7) Transaction 投稿原稿について米人専門家に

よるチェック

日本古生物学会定例評議員会(新)議事録

平成元年 2 月 2 日(木) 13: 30~ 18 : 00 

京都大学理学部 1 号館 5 階共同セミナ一室

出席者:鎮西，演回，速水，平野，猪郷，池谷，糸

魚川，加藤，木村，森，小畠，小笠原，斎藤，高

柳，棚部.

委任状:長谷川(代:池谷)，亀井(代:鎮西) ，小泉

(代:木村)，野田(代:猪郷). 

書記:加瀬，富田

議題

し新会長の選出:投票により速水格君と決定し

た.

2. 申し送り事項の紹介

(1) IGC 組織委員会について.議題として挙げた

主旨説明.旧準備委員 斎藤常正君， IGC 組織

委員会委員長佐藤正君，学術会議会員 3 氏

よりの文書の内容を紹介.審議の結果，学会と

して協力する文書を佐藤君に送ること，組織委

員会に本会としての委員選出を緊急に行わねば

ならぬ場合には通信投票をすることにした.

(2) 年会・例会における問題点と改善案.資料配布

のうえ，今後の検討課題が示され，新常務委員

会で検討していくこととなった.

(3) 寄付金の募集.本会の経理状況の見通しから，

ペンディングとはせずに今期から実行する.

(4) 会則の改訂.慎重に検討していく.

(5) 賞に関する規定.新委員会で検討し，問題点あ

れば 6 月評議員会にはかる.

(6) Transaction 投稿原稿について米人専門家に

よるチェック.適当な候補者の滞日予定がある

ので，実現する方向で進める.

(7) 古生物学研究所.静大，東京学芸大，名大，京

大，筑波大，東北大等の計画について'情報調査

中.



化石 46 (1989) 

(8) IPA 関係.ワシントン会議への本会代表者と

して，花井，斎藤( 4 月すぎまで決定保留).

3. 常務委員 :Ii選にもとづき，次のように決定し

た.なお特別会員の中から常務委員若干名(*)を

加えた.棚部(庶務)，平野(会計)，猪郷・野田・

森(編集) ，池谷(行事)，鎮西(会員)，小畠(国際交

流) ，高柳(化石)，柳田*・坂上* (特別号).なお

友の会の世話をする委員として木村達明君を選

出し，常務委員会にも出席願うことにした.また，

幹事は春の評議員会で報告する.

4. 会計監査の選出:大原 隆君を選出した.

5. 賞の委員の半数改選:投票の結果，糸魚川淳二・

加藤誠の両君が選出された. 1989年度の賞の委

員は，速水会長のほか上記 2 名および高柳洋吉・

棚部一成の 5 名で構成される.

6. 1989年度事業計画および予算について，資料配

布のうえ説明がなされ，了承.

7. 総会次第の決定. 1. 開会(棚部)， 11. 会務報

告(小畠)， III. 学術会議・研連報告(高柳)， IV. 

学術賞・論文賞授与(木村)， V. 1988年度決算報

告(速水).議長は新会長に交替. VI. 1989年度事

業計画および予算案(平野)， VII. 閉会(池谷).

8. その他

(1) Bibliography について.次号分について予定

を考える必要があるとの提言により，現在作成

中の森君のもとで，今回の経験に基づいた申し

送り事項を作成することになった.

(2) Transaction について.賛助会員名を表紙裏に

掲載すること: Key word を各論文に入れるこ

と;著者名の姓と名を少し離すこと;表紙の色

を変えることについては刊行物委員会で検討す

ること等.

(3) 行事について.来年総会・年会は 2 月 4 日前後

に早稲田大学で開催する.

(4) r化石」の広告.その取り扱いは木村君が継続

する.新規広告については 4 月末までに木村君

のもとへ.

1989年総会報告

平成元年 2 月 3 日， 11: 15~ 12 : 15 京大会館，

参会者 110名

1.上記の新旧評議員会での報告・審議事項，なら

びに昭和田年 6 月定例評議員会での報告・審議事

項(化石45号に掲載)を併せた重要案件を報告し諒

承された.総会次第は次の通りであった:1.開
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会， 2. 会務報告， 3. 学術会議・研連報告， 4. 

学術賞・論文賞授与， 5. 1988年度決算報告， 6. 

1989年度事業計画及び予算案， 7. 閉会.

2. 学会賞推薦文

1988年度 日本古生物学会論文賞

前田晴良君 Taphonomy of ammonites from the 

Cretaceous Yezo Group in the Tappu area, northｭ

western Hokkaido, ]apan. Trans. Proc. Paｭ

laeont. Soc. ]apan, N. S. No. 148, pp. 285・305.

タフォノミーは，古生物が死後化石となるまでの

過程を多面的に研究するもので，近年，欧米を中心

に注目を浴びている分野の一つである.前田君は，

本論文において，北海道北西部達布地域の白亜系蝦

夷層群に含まれるアンモナイト化石の産状および保

存様式を詳細な野外観察に基づき記載するとともに，

それらの成因をタフォノミーの観点から考察した.

前田君は，まずノジュール中の小型アンモナイト

の保存について調べ，セノマニアンの平行葉理の発

達した泥岩中の化石はチユーロニアン以降の塊状な

いし生物擾乱を受けた泥岩中のものに比べてより圧

密変形や殻の溶解を蒙っていることを指摘し，両者

の違いが化石続成作用の時期の違いに起因すると解

釈した.前田君は，さらに達布地域を含む北海道各

地およびサハリンの蝦夷層群から産した大型のアン

モナイトに， (1)幼期螺環の選択的溶解， (2)上側面の

部分的破壊， (3)下半面保存 ("half-ammonite") ， (4)腹

面の選択的保存 ("ventral-tire") などの特徴的な保

存様式を見出し，それらがアンモナイトの死殻の浸

水・埋没過程で殻内に堆積物が不均一に充填するこ

とによって生じたと結論づけた.このほか興味ある

産状として，大型のアンモナイトの下半部にトラッ

プされた異地性の小型化石と自生の泥食性プンプク

類ウニを記載した.

このように，本論文はアンモナイト類のタフォノ

ミーに関し新知見をもたらすとともに，それらの生

活様式や死後変化などを推定するうえで重要な基礎

資料を提供した.同時に，現世に直接の類縁を持た

ない絶滅種の古生態学的研究において，化石の産状

の観察がいかに大切であるかを再認識させた.

日本古生物学会は本論文がタフォノミーの研究の

水準向上に尽くした努力と貢献を高く評価し，ここ

に前回晴良君に論文賞を贈り，今後の一層の発展を

期待する.

1988年度日本古生物学会学術賞

小笠原憲四郎君: 日本の上部新生界軟体動物化石

の研究
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日本の上部新生界には多くの海生軟体動物化石が

産出し，時代や地域によって化石群の構成要素と特

徴が異なる.それらの変遷については，すでに多く

の研究者によって論じられてきたが，近年の微化石

層序・古地磁気層序の進展や古地理・古海洋学的資

料の増加にともなって，貝類群集の起源や移動・系

統関係についても一層詳しい考察ができるように

なった.

小笠原憲四郎君は， 1973年に秋田県男鹿半島の中

新統，西黒沢層の軟体動物化石群が Vicaryella，

Batillaria, A nadara 等を含むいわゆる Arcid-Pota­

mid Fauna であることを初めて明らかにして以来，

精力的に化石軟体動物群集の解析に取り組んできた.

その手法は徹底した層序学的調査と堅実な分類学的

検討に基づくもので，研究の対象は北陸・東北地方

を中心に北海道から沖縄にいたる広範囲の地域の化

石群に及んでいる.

1977年には石川 富山県地域の大桑一万願寺動物

群を総括し，多数の種を分類記載するとともに，群

集解析の結果と化石の産状や堆積相との関係に基づ

き大桑層堆積時の古環境変遷についても興味深い考

察を行った.この研究はその後，北陸地方から東北

地方の大桑一万願寺動物群の研究へと受け継がれ，

さらに北海道の滝川動物群や東北地方太平洋岸の竜

の口動物群を含めた古生物地理学的・古海洋学的研

究に発展している.

小笠原君は， 1980年以降，大桑一万願寺動物群の

起源と移動に着目して研究を進め，それが北方起源

の種・中新世の残存種から由来した種・南方起源の

種という 3 つの要素からなることを指摘し，それら

が群集の地理的な差異をもたらしたとする注目すべ

き見解をまとめている (1986). さらに，北方系の

Venericardia や Aslarle の系統関係や時空分布を整

理し，その起源がベーリング海峡の開閉に関連があ

るとする注目すべき見解をまとめた (1983 ， 1986). 

このように，小笠原憲四郎君は，ややもすると敬

遠されがちな野外での着実な層序学的調査と詳細な

分類学的研究に，近年の年代論や古海洋学の成果を

取り入れて，内外から高く評価される古生物地理学
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的・系統分類学的成果を挙げることに成功した.日

本古生物学会は，同君の本邦新第三紀貝類化石群研

究に対する貢献を高く評価し，ここに学術賞を贈っ

て今後の一層の発展を期待するものである.

3. 下部のような1988年度会計決算， 1989年度事業
計画および予算案を審議し承認した.

1988年度一般・特別号会計決算報告

(1) 一般会計は，学会事務センター扱い分と常務委

員会扱い分の合計額を示しである.

(2) 1988年度の会費収入は，正会員・特別会員につ

いては順調で滞納者も減ったが，外国会員につい

ては納入の案内が遅れたこともあって予算額を大

きく下まわった.

(3) 刊行助成金の減額， r古生物学事典」の出版の遅

れにより寄付金が少額に止まったことも大幅な収

入滅につながった.

(4) 50周年に会員各位からいただいた寄付金による

基金(定額郵便貯金)の利息を 4 年分まとめて受取

り大きな収入となった.

(5) 1988年度の収支は約56万円の黒字となったが，

本年以降は大きな利息収入は望めないので，引続

き会費の完納に格別のご協力をお願いする.

1989年度一般・特別号会計予算・事業計画

(1) 本年度も報告紀事 4 冊 (No. 153・ 156)，化石 2 冊

(No. 46・47) を刊行するので，それぞれに440万円，

150万円の発行費を計上した.報告紀事の印刷費を

安く見積ったのは，印刷所を変更したためで，発

行予定のページ数は従来と同じである.

(2) 予備費の一部を報告紀事原稿の欧文校聞の謝金

に充てる予定である.

(3) 常務委員会では会費の値上げを防ぐためにでき

るだけの努力を行うが，会員諸氏におかれでも，

会費納入以外に，会員・友の会会員・広告の勧誘，

本会出版物の買上げなどご協力をお願いする.ま

た，会の財政を安定させて事業を充実させるため

に，会員諸氏の自由なご意志による寄付の窓口を

常時設けることとなった.後ほど趣旨と案内を差

上げるので，よろしくご協力いただくようお願い

する.
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一般会計 1 9 8 8~F度決算および 1989 年度予算

収入のffiI 予算概 決算叡i 1989年度予算額

前年度繰鍾金 158 ,034 -336 ， 999事 221 ,793 
会費収入

正会員 3 ,071. 040 3 ,352 ,500 3 , 118 ,080 
特別会員 1 ,945 ,820 2 ,075 ,500 2 ,020 ,025 
ff助会員 435 ,000 390 ,000 375 ,000 
外国会員 300 ,000 95 ,702 300 ,000 
化石友の会会員 540 ,000 432 ,000 463 ,680 

会誌等売上 1,250 ,000 1. 397 ,514 1,200 ,000 
報告紀事刊行助成金 1. 370 ,000 1, 100 ,000 1, 100 ,000 
広併科(化石) 270 ,000 270 ,000 270 ,000 
間際交涜寄付金 300 ,000 260 ,000 300 ,000 
その他の寄付金 300 ,000 28 ,275 300 ,000 
利息 350 ,000 839 ,789 150 ,000 
年会例会参加1'" 600 ,000 616 ,000 700 ,000 
報告紀事箸者負tR金 150 ,000 140 ,000 100 ,000 
総収入 。 15 ,550 。

~I 10 ,723 ,826 10 ,675 ,831 10 ,618 ,578 
L一一一 L一一一一

* 'Iî務センターの前年度までの累積欠ff!.( 178 ， 965) を当初予算に計上して
いなかったため、予算傾を訂正した.

学会A宅金:定相姉便貯金 3 ， 400 ， 000 、~'i' H(i1託傾金 1 ， 600 ， 000、立替金 100 ， 000

一般会計 1988 年度決算および 1 989 年度予算

支:Bの部 予算額 決算額 1989年度予算額

会誌発行n 6 ,700 ,000 6 ,507 ,918 5 ,900 ,000 
会誌ì~料 400 ,000 475 ,830 480 ,000 

通信濯鍛n 420 ,000 447 ,499 420 ,000 
諸印刷費 450 ,000 414 ,010 430 ,000 
業務委託1t 1, 450 ,000 1. 694 ,072 1.550 ,000 
国際交涜補助金 300 ,000 259 ,400 300 ,000 

雑 n
娠轡手数科 9 ,000 8 ,080 9 ,000 
庶務事務費 。 1, 196 5 ,000 
編集費 50 ,000 30 ,000 50 ,000 
謝金 80 ,000 70 ,000 80 ,000 
年会・例会会場n 200 ,000 200 ,000 200 ,000 
IPA会費 14 ,000 9 ,973 10 , 000 
質問係費 40 ,000 37 ,540 40 ,000 
消耗品費 35 ,000 4 ,840 20 ,000 
その他 100 ,000 62 ,680 100 ,000 
寄付金 。 231 ,000* 60 ,000 

予備費 475 ,826 964 ,578 
次年度繰越金 221 ,793 

言f 10 ,723 ,826 10 ,675 ,831 10 ,618 ,578 

* NIIK図録売上金を IGC準備委員会に寄付
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特別号会計 1988年度決算および 1989 年度予算

収入の都 予算管1 決算額 1989年度予算額

前年度繰越金 2 ,892 ,866 2 ,892 ,866 2 ,952 ,613 
文部省助成金(No.30) 1.3B7 ,OOO 800 ,000 。

特別号売上金 800 ,000 1,093 ,385 2 ,000 ,000 
利息 30 ,000 53 ,462 40 ,000 

~~ 5 , 109 ,866 4 ,839 ,713 4 ,992 ,613 

特別号会計 1 988年度決箆および 1989年度予算

支 :Bの部 予算額 決算額 1989年度予算額

i射金 40 ,000 40 ,000 40 ,000 
販売促進費 30 ,000 22 ,420 30 ,000 
事務総n 80 ,000 28 , 180 80 ,000 
印刷費 (No.:IO) 1. 887 ,000 1,796 ,500 。

予備費 3,072 ,866 。 4,842 ,613 
次 f判定繰越金 。 2 ,952 ,613 。

言1・ 5 , 109 ,866 4,839 ,713 4 ,992 ,613 

学会講演予稿集パックナンバー郵送販売のご案内

講演予稿集の残部を半額以下で販売いたします.ご希望の方は，下記へお申し込み下

さい.折返しお送りすると同時に代金(含送料)のお支払いのご案内をいたします.

開催地 (開催年) 残部 金額(除送料)

仙台総会(東北大) (1986) 9 部 750 円

北九州例会 (1986) 66 部 300 円

静岡総会(静岡大) (1987) 12 部 7 5 0 円

福井例会 (1987) 68 音E 500 円

東京総会(学芸大) (1988) 38 部 100 0 円

福島例会 (1988) 122 部 500 円

京都総会(京都大) (1989) 39 部 1 300 円

なお，講演予稿集パックナンバーは学会会場でも購入することができます.

申込先: 〒422 静岡県静岡市大谷836 静岡大学理学部地球科学教室

日本古生物学会行事係

倉0542 (37) 1111 池谷仙之(内線5801) ・間嶋隆一(内線5809)
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日本学術会議だより ね1

第 14期活動計画決まる

昭和63年11 月 日本学術会議広報委員会

時釜樟桂宅建居韓宅建宅建宅建宅建輯宅建宅建守護樟居世告書建宅建樟樟告書e護軍書居世世等護軍曇守護世守遺品ぞ毒事毒事会""('5毒樟鴨居輯世世輯輯事時封建e時

日本学術会議は，このたび附似した第J(渇I]ï]総会において，第 14JIIJì罰則剖 l国と新しい特別委員会の設斑を決定しました

ので，その概要をお知らせいたします。

論手会主~亨会言語幹事会事会事会亨会亨会事福島写会事会事会亨会事会事会手会寺会事診亨会字会事会事曇手会亨会宗会事会亨会事E押会事会事会季語~~亨会事会事会事会事砂事会事会事会害.."昏空会由自時歩手会害福島亨会事会幸福香味

日本学術会議第106 回総会報告

11 本学術会挑'-'1 l()(ìjI.í 1総会(W，I4lUJ ・W， 21 ， il)は ， 10/J 

I9~21/1 の 3 U lHlI/lHm された。

今川の総会のJ:な任務は.第WtlJlI本学術会議の ì ，f; MJの

m針・となる第 14ml活動計I!I!Î を帯織し、決定することであっ
た。そのために r第 141倒的1QJ ，!l1ï同(lJ l 合せ) J と r臨時

(昨日11)委日会の設問について(巾合せ) J の 2 つの総会
提案が川J立された。

この 2 つの提案のI付存は，前li_iJの臨II，~総会(本(J; 7/1) 

でilltiì'l.された首U4 J!lJ ì ，f;!f~m~1iî委 n 会が， ti'!!li.に帯織をiJtね

て fj'bjt したものであり.またその聞に 21!ilの迎合師会及び

各部会を聞いて各会民の意見を聴取のJ二.調幣したもので
ある。

この 2 つの縫案については，第 1 日目の午前中の総会で.

近『事会長から，提案説1111が行われるとともに，同日の午後

の各部会で審議が行われた。

次いで.この 2 つの提案は，第 2 日目の午前'j'の総会の

帯訴に付され，最終的推織をI!IJす質疑の後，採決が行わh ，
いずれもl主倒的多数の符成で可決された(第141111活動計聞
及び設問された 7 特別委民会の名称は別掲参!!の。

この総会決定により，新たに設ii'l.された 7 特別委n会に

ついては.第 2 日日の!r-後に Iml櫨された各部会で，名部ご

とに書IJ り当てられた委n定数により.委員の選出が行われ
た。

次いで，~第 3 Il l~ の午前中には.各特別委民会の第 I

[[jJ 1:lの会議が聞かれ.それぞれ委只長・幹事の選出が行わ

れるとともに，今後の審議 l'定等について帯嫌がなされる

など.早速その活動が開始された。
iñ2 日日の午後には， 111，~から 2 時間、|もにわたって「総

会中の l丸山討議J が行われた。これは，会nのためのー械
の勉強会で.総会行事の a環として行われてきたものであ

る。今聞は，第 141111活動計ii]jj案を帯議する過程で，会1m
で符に討議が活発にnわれ，関心がおかった課題を取り 1:
げて行われた。まず，島袋"品第 3 郎会n (経符;:1:) から
「学術fi~ ・総合研究」について意見の発表の後.関連して，
石井吉f患者~5 部会員(資源開発工学)から発言があり.続
いて，弁口潔第 7 部会員(外科系科学)から「人間の科学J
について.川111M第 2 郎会n (政治学)から『紛争学・‘1'.有 l

学」について.中川R7i一郎第 6 部会員(農業総合科学)か
ら「農業・農村問題」について，大島康1T第 4 部会員(生
物科学)から rIGßP (地球随一生物悶国際協同研究員十両)J
について，それぞれ意見の発表が行われた。

第 14 期活動計画

我が聞の科学・技術は戦後目覚しい発展をと If. 終済の

i::iJil:成長とともに.国民生前の向上 lこ多大の貢献をしてき
た。しかしながら，近年 IJt界的問慌での続前・社会環吸や

地球~l:態系の激しい変化を背殺に.科学・投術の在り方に

t準々な mllmが生じている。その中には，科学・技術と人間
との係わり jiの恨搬を問い碕.すようなものや，学問i.r.分野

の再編成を求めるものも含まれている。また.悶際社会に

おける技が国の地位のIfiLl:も IJII わって，学術のl百での我が

問の貢献に対する同際的!日Ji寺はますます強まっている。

日本学術会議は，創設以来，科学者や学術研究凶体との
述併の下に.その目的・職務の遂行に努力し，我が国の学

術研究体1Mの整備についての軍要な勧告等を行い.研究所

の設立などを合めて数々の業績をあげてきた。また，国際
協力事業への参加を始めとして.世界の学界と提燐しつっ
さ手術の進展に貢献してきた。しかしながら，創設後40年を

迎えた現弘学術を取り巻〈状況は，国際的にも圏内的に

も脅しい変化を生じた。このような ~Rì.兄を E古まえて，第14
IYJ 日本学術会議は，本会議の創設以来のJ，~本的精神を引き
続き堅持しながら，なお一層の成果をあげるべく努力する

ものである。

日本学術会議は， ~l!が国の学術に I婚する重要事項を 1'1主
的に調査常識し，その実現を図る機関としての使命と役割

を線認した.1:で.会員の科学的知見を結集し，時代の要約
に WJ応しつつ将来を見通した謀本的理念を確立し.我が国
にむける学術研究の一層の推進を悶るために，本会議の本

来の 11 (1内を，次の視点から実現することが必要であると認
織した。

人文・社会及び肉然科学を網擁した日本 'T~I，f.i会議は，金
宇問(f.J視野に立ち，学術研究1111本を搭継とする科学者の代

炎機関であることを認識して，全科学者の参加と意見の集
約をn併に関らなければならない。さらに，本会議が集約
した科学者の意見が政策に反映するよう， (I!!.の学術111](，1，諸
機関と協議の lニ.その役割分担Iを明般にしつつ，これらと

の述燐の強化を図る必要がある。
また，学術研究l週休を基盤とする日本学術会織は， 111](,1, 

ある学術研究開体等から推i1!iされた科学者を中心として情
成される研究連絡委員会の重要性を認織し.その活動を強
化するとともに，学術研究団体の活動を助長し，研究謀総
の強化を限l り， ，高度化する学術の発展に貢献する必要があ
る。

我が図の科学者を内外に代表する機関である円本学術会
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識は.国際社会における我が国の地位の向上と海外諸問の
期待にこたえて，学術の分野における国際協力を飛開(1'1 に
拡大する必要がある。

日本学術会議は，良県を探究するというm念に立脚し.
社会に聞かれた学術の在り方と[ï\1際性を量引見し，その健全
な発展を図るため， ~''I: 問・忠:t!.tの(.1 111のtr.1f!と研究の自II.U:
への卜分な配l在の下に.長JUI的かっ大所高所の悦":1.1 こ1 ち.
自 I1造性nかな研究を発展させることが必要である。
日本学術会議は，以 1:の 3ffl.Î，を防まえ.科学Iiの総窓を

代表してその制神を河tl.l l. 211!1.紀に ItîJけて学術体制及び
研究・開発の常ましい花り }j を検討して，我が国の予術政
官Eにt!1jl をリえることにより. 1ï\1lï:の則的にこたえるとと
もに，人類の術祉と UI: 界の;f- lll に貢献することをJtll-jーるも

のである。

1. 重点目標

第14JUIi活動計l喝の量点u僚は.次のとむりとする。

(1) 人知lの制祉・平相1&ぴドI r.~との係わりを ïJUJI.-j- る学
符iのJ援興

科学 .H術の J干しい発展は，人 IHI生 1.1j を恒かにする

と同時に，現代社会の高度な煩雑化とあいまって.人

間社会に新たな紫斑をもたらし.人前lの t\HJ~ ・ '1'.羽|及
び自然環境を脅かすのではないかとの疑念をmいてい
る。人tliの有~tl~ .平和l及び r-I r.~との係わりについて十
分に配慮しつつ.学術の総合的仮興を悶ることは. 21 

世紀へ向けての板めて重要な課題である。これは.人
文・社会及び自然科学を網縦した本会議の持長を l'分
に発持してこそ可能となるものである。学術の擬興と

発展の人 nll. 社会及び1'1然への詰ましい貢献.好まし
くない影符の防止についてれ ff(I'11持忽を樹立し.あわ
せてこれに対l，tする社会の1相官Ilt星術に明確な指針を鑓
示する。

なむまた.今日の社会的現実が舵起している槻維な
問題を解決するには.既成の個別的研究領域のみでは

十分に対応し得ない。抗般に問係するf，lf~先だけでなく.
広〈祁科学がH'll括的に 1瑚 !j.'j'べきであることを卜分に

考慮し. ~くの研究Mi域が，その~~!l'lf"l:を f~ t，一隅の
i架化を l司るとともに，共同の努力を行い，研究のJ'~符.
7=間体系の変革にまでjlliむことによって，総合的な研
究の在り方を追求することが必要である。

凶器礎研究の推進と諸科学の幣合(1'1~ê Jj~
学術の発股には， ~正礎研究の推進が不可欠であるこ
とは言をまたない。我が悶の学術の間際的地位の確立

を目指し，その発股に Ilqけた長JUJ1i~r.'!・将来 ill'l1!ÍJを策
定するための碁鍛となる裳礎研究のtf~j並に， HH~的に
取り結lむ必要がある。

また，学術の領域は広範多岐であり.それぞれの領

域ごとに方法論も異なり，研究者の求めるものに大き
な違いがあることを卜分に考慮し，それぞれの研究者
の声を聞き，それぞれに過した育成策を綿ずる必要が
ある。それと同時に.学術研究の動向を考慮し，いわ

ゆる学際領域や学問の総合化 lこ伺意しつつ， ~r，科学の

繋合的発展を図ることが重要である。

以上のため，第13JUJにむいては ， ~!r;術研究動向に関

する調査研究を行い，我が闘の学術水準の国際lI:'MI

やその発展を阻害する諸悶子などを指摘した。今!日iに
おいては.この調査結果を検討しつつ.これを怨礎に

して，創造性の指礎となる個人の者;tll を重保 l. 革新
的研究の強化等を積1括的に悶るとともに，ーカにおい
ては.学術研究体制や社会・産業側造等に内在する自IJ

造性を阻む負の要I~の解消に向けての建設的提言を行
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うなど.学術の向上発達のための共体的方策を寄織姫
君していくことが必要である。

(3) 国際関係の量規と国際的寄与の拡大

学術研究は，本来， JlFJlの探究を 11 fl1 'DII的iM~1で
あり.その成果は広〈人知共通の'ml1として共有され

てきた。そのことから.学術の[j\]際交i('[は.学術研'先

にとって内花的な要約であり.そのtE り方に?;t に関心
を払う必要があることはa うまでもない。
_.}j で， ll!がl潤の間際的地伎の Jlil J: にf1\い.その学

術研究が悶際("'1ft献を果たすことに対する W.ti1は.

府 1~ì まってきている。特にl主i際平羽lのtm進や環t立 liil :l!i
の解決事.いわゆる地球的あるいは間際的則伎の，;理問

について.我が闘の研究を充実させつつ.全 IIt 界の干司

令 r. との協 JJ を拡大することへの嬰tsY がI目大してきて
いる。

J:jil際的あるいは二回1mの共同附究.技術協力， H術
移f以下Fの7'E り }jは.各回lの政治，経済， n会に吊t).; な

tt~*J時を及ぼ十。偏ったナショナリズムの立喝を割þ しつ

つ予l~jの健全な発股を促進するための国際的コン七

ンサスの追求に我が図も努力をするとともに，相u.協

力と干IJ互依存のドの国際社会に対応していくために聞

かれた~~が図肉体の学術研究体制の?刻印が求められて

いる。

以上のような状況から，本会議が築いてきた国際学

術交流・協力の在り方についての諸原!]'J と実績を 21:ま

えつつ.学術の悶際交流・協力の 7則前的なや~:光強化を

閃り.悶際的君子ヲ・を絡f~に拡大することが慨めて!lt要
である。

2. 具体的課題(要旨)

次の課題を選定した。

(1) 科学者の倫煙と社会的責任

(2) 学術研究の長 1!IJ (I'1股望

(3) 研究者の義成

(4) 研究謀総の強化と研究の活性化

(51 ・ア術情朝i ・資料の終日目

(61 学術研究の同際交流・協力の飛IIMI'1拡大

(71 日l際対1;~;への!tl板(1~IJ収斜lみ

(81 平剥l及びi司際l明察

(91 人 110の科学
(1国民僚H術と社会

U11 ~I: 命f十‘iぞと 1:命工学
(12) 農業・農村問題

(131 資源・エネルギー 11日腿

(141 人間活動と地味環境
(151 高度技術化社会

3. 具体的課題への対処及び臨時(特別)委員会設置の基

本方針等(í'î目的
.今回の総会決定により段置された特別委員会.

平和l及び符11漂l京僚に関する持別委n会

民療技術と社会に関する特別委II会

!Iõ 命科学と ~I: 命:J:7=f;r別委n会
農業・農村IHl lIJ!持別委 Il j'l'
資源・エネルギー IIlIlIJ!特 ~JIJ 委 n会
人 IHli ，ri動と地球環境に関する特別委II会

高度技術化社会特別委 t1会

γ五SFZ;1;;:27ぷ:Jぷτrczロ五三て;l
1 t，';lj=せください。

L 中巻|仰木 7一一 j 日本学術会議広報委 n会電話 03 (103) 6291 I 
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ニュース Global Change 計画の最近の情勢

国際学術連合会議 (ICSU) の決議によって"地球

圏一生物園国際共同研究計画:地球環境変化の研

究" (InternationaI Geosphere-Biosphere Programｭ

me: A Study of GlobaI Change (1GBP)) の創設が

きまり (1986年)，企画内容の検討が現在進行中であ

る.この計画は1990年代を通じて実施される予定と

なっている.圏内では，学術会議内で日本案の審議

が進行する一方， 1GBP のあらましについては地球

科学関係の諸学会誌に時おり紹介されているので，

情報のいたずらな重複はさけたい.しかし，この国

際共同研究計画は古生物学の研究者にとっても，こ

れから関わりが生じてくるとみられるので，最近の

情報についてム 3 紹介する.

1. IGBP の概要

1988年10月ストックホルムで開催された 1GBP

特別委員会の会合のために "GlobaI Chang巴 Report

No.4" (1 988) が発行されている.この部分訳が角皆

静男氏によってなされているので，重要と思われる

点のみ以下に抜粋する.

r 1GBP は， 1CSU がこれまで実施した研究の中

で，もっとも野心的で， もっとも広範で，そして人

類の未来の理解に影響を与えるという点でもっとも

重要な研究計画となるであろう.その目的は，第 I

に，この人間の住む地球環境の過去から未来にかけ

ての変化を研究すること，第 2 に天然のものであれ，

人為的なものであれ，その原因を解明すること，第

3 に，長期にわたる未来と我々の生活や生存に対す

る危険を予測すること，そして最後にこれらを人間

社会に公開して，その危険を最小限にする方法を研

究することである.基礎科学の観点からすれば，こ

れは，陸，海洋，大気，気候および生物圏とよばれ

る地表の薄い緑色の層に関わる全地球システムの動

態の広範な研究であり，莫大な知的挑戦と報酬を与

える科学的探究でもある.それ故，この計画は，我

ら人類の未来図を描くために極めて重要なだけでな

く，科学の面でも興奮させるものである.この研究

は長年続ける必要があろうし，もっとも高度な技術

ともっとも強力なコンビューターを駆使して，すべ

ての種類に嗣いて莫大なデータを得て解析すること

も必要となろう.また，これは世界のすべての国の

科学界が多大の努力を傾けるものとなるであろう .J

(lCSU 会長: J ohn Kendrew 卿， 1986). 

「全地球システムを支配し，相互に影響しあってい

る物理的，化学的，生物的過程，生命を生みだすこ

の独特な環境，このシステムに起こりつつある変化，

そして人類活動によって影響されたものについて記

述し，理解することが目的である.相互に影響しあっ

ている生物的，化学的，物理的過程の研究に集中す

るために， 1GBP は，当然，きわめて強力かつ重要で

あるが，現在実行中のプロジェクトや，数十年から

数百年の時間スケールでは，生命にとっての環境の

理解にあまり役立ちそうもない研究は重視しない.

それゆえ， IGBP における優先事項は，関係する分野

の各のうちで，数十年から数百年の時間スケール

で，鍵となる相互作用や重要な変化を起こすものを

扱い，生物園に影響を与え，人類活動の影響を受け

やすく，実際に予測可能となる部分にある.J (IGBP 
特別委員会， 1987). 

IGBP の基盤となる研究主題には次のものがある.

・地球変化の実証と予測

・支配的な強制機能の認知とそれに関する我々

の理解の改善

-全地球システムにおいて相互作用をしている

現象に関する我々の理解の改善

-再生産可能および不可能な資源量に影響を与

える大規模かつ重要な地理的変形の原因とな

る可能性のある地球変化の効果の評価

1GBP における当面の研究領域(究極的な最終案

ではない)は以下のとおりである.

・陸上の生物圏一大気化学問の相互作用

.海洋生物圏一大気間相互作用

・陸水循環の生物学的側面

・陸上生態系への気候変化の影響

上記の 1GBP における 4 領域の研究計画に共通

する問題として次のものがあげられる.

・地球規模地圏一生物圏モデリング

.データと情報システム

・過去の環境のデータを取り出す技術

.地球圏一生物圏観測所 (GBOs)
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2. 日本の研究計画

1989年 2 月 17日，学術会議において，非公式の会

長諮問機関である IGBP 打合せ会議(座長:大島康

行会員)により r IGBP 関係研連全体会議」が招集さ

れ，同打合せ会議のまとめた第一次案についての説

明と，それに対する意見の活発な交換が行われた.

第一次案として提示された計画案の項目は 6 領域に

わかれ，それらの概要は整理すると，次に示すとお

りである.

L 1 J 生物園と大気圏との化学的相互作用

課題1.大陸性気団と海洋性気回

プロジェクト:太平洋上対流闘に対する東ア

ジア大陸性気塊の影響

特別キャンペーン:大陵性気回と海洋性気団

の光化学活性度

課題 2. 熱幣アジアにおける農業活動・バイオマス

燃焼による微量気体・エアロゾルの発生

課題 3. 陸域および沿岸域生物園と大気圏との気体

交換流量ìJllJ定

課題 4. 南極域における大気変質

[ 2 ]陵上植生への気候変化の影響に関する研究

課題1.植物機能への気候変化の直接影響の解明

課題 2. 陸上植生地でのエネルギー・物質の交換に

関する研究

課題 3. 陸上植生地の炭素バランスへの気候変化の

影響の解明

課題 4. 植生地の水文条件と物質循環に関する研究

課題 5. 植生の構造・分布への気候変化の影響に関

する研究

課題 6. 東アジアモンスーン地域の気候・土壌・植

生分布に関するデータベース作成

L 3] 海洋における物質循環と生物生産
課題1.大気と海洋の境界

la) 大気一海洋海面における気体の交換過程

と交換量

課題 2. 海洋生物一物質生産

2a) 生物生産および炭素循環に係わる海水の

流動に関する研究

2 b) 海洋水中i容存成分の解析による環境変動

の解析

2 c) 沈降粒子束観測による海洋物質循環の研

究

2 d) 海洋における一次生産量とその制限因子

2 e) 海洋生態系の質的構造の把握とその変動

の解析

課題 3. 海洋と海底の境界

3a) 海洋物質循環に果たす海底の役割j

3 b) 海底熱水域の生態系とその変動

課題 4. 大陸と海洋の境界

4a) 沿岸域から外洋域への物質フラックスと

その海洋環境変動に果たす役割の評価
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4 b) 縁辺海(ベーリング海，オホーツク海，

日本海，東シナ海など)における生物生産と

それが物質循環に果たす役割

4c) 陸域環境変化による河口域およぴ大陸域ー

の環境と生態系の変化

L 4] 物質循環および気候変動の解明と数値シミュレー

ンヨン

課題1.物質循環のモデリング(全地球スケールの

大循環モデルの開発)

課題 2. 気候変動の数値シミュレーション(大気大

循環モデルを用いた大気汚染と人為的地表面

改変の地球規模影響評価)

L 5 ]環境変化のモニタリング

課題1.衛星データの処理・解析法

1.1)異なる衛星データの統合

1. 2) 異なる空間・時間スケールの代表値の推

定

課題 2. 広域の植生モニタリング

課題 3. 土壌水分，雪氷閣のモニタリング

課題 4. 海洋基礎生産力のモニタリング

L 6 ]古環境の復元

課題1.大気圏の変化

課題 2. 海洋の変化

課題 3. モンスーン変化

課題 4. 古環境のモデリング

会議の後日，大島座長より改めて関係研連に対し，

計画案内容，関係していると思われる研究課題，及

び圏内における連携に関する意見がもとめられた.

これに応えた各研連の意見は集約され，それらをふ

まえた結果はいずれニュースとして流されるものと

思われる.

3. IGBP の運営組織

ICSU では， IGBP の組織に関する規定を改正し

たが (1989年 2 月)，それによると以下のような構成

になっている.

・特別委員会 (Special Committee: SC・IGBP): 計

画内容を定め，実行案を作成し，実施を指導し，

結果を公表する責任機関.

・執行理事会 (Executive Committee): 会合の間の

期間に特別委員会の業務を執行する機関.

-科学諮問会議 (Scientific Advisory Council: 

SAC-IBGP): 計画の学術的内容につき助言し，

その結果を評価し，特別委員会の一般方針につ

いて勧告する.

-支持団体 (Adhering Bodies): (省略)

なお，日本からは，根本敬久氏(東大海洋研)が

SC-IGBP に力日わっている.
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付記:上記の Global Change Report N o. 4 は200 方は研連委員におたずね下さい.

ページに達する報告書で，そのコピーは各研連に配 (古生物学研究連絡委員会 高柳洋吉)

布されているので，内容の詳細について関心のある

I 990 年年会・総会のご案内

日時: 1990年 2 月 2 日 -4 日

場 所:早稲田大学(東京)

講演申込締切: 1989年11月 20 日

申 込 先:干113 東京都文京区弥生 2 -4 -16 

日本学会事務センタ一日本古生物学会行事係

または

干422 静岡市大谷836 静岡大学理学部地球科学教室内
日本古生物学会行事係 池谷仙之

尚，講演申込は共著を含めて一人 2 編までとし，また，下記の講演区分の中から

題目ごとに第一，第二希望を選んで指定して下さい.尚，講演時間はー題目・質疑
応答を含めて15分です.

講演区分: 分類，系統・進化，古生物地理，生層序，古環境，生態・古生態，

形態解析，ポスターセッション
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日本古生物学会特別号のパックナンバーの在庫をおしらせします.

入手御希望の方は下記の要領でご注文下さい.

注文先:〒 812 福岡市東区箱崎6-10-1 九州大学理学部地質学教室内
日本古生物学会特別号編集委員会 代表者柳図 書一

注文者: (住所氏名}

送金方法:下記の中から教当番号と方法を御指定下さい.
銀行送金: (送金先:三和銀行福岡支店 普通預金口座 1 1 2 1 7 2) 
振替 : (送金先:振替口座福岡 5 ー 1 90 1 4) 
現金書留: (同封}
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機関購入: (代金後納.見積書 通. 納品書 通.請求書 通 必要)
購入希望パ・γ クナンパー: No. ( ).冊数{

冊数により送料Lt.変ります.

在庫パヴクナンバー

No. 9( 1962): Bibliography of japanese Pala巴ontology and Related Sciences. 

1951-1960. By F. Takai (ed. ) [￥ 2.800 +干￥ 300]

No. 13( 1968): The Echinoid Fauna from japan and Adjacent Regions. Part 2. 

By S. Nisiyama [￥ 6.000 +〒￥ 300]

No. 15(1971): Early Devonian Brachiopods fro皿 the Lesser Khingan District 
of Northeast China. By T. Hamada [￥ 3.000 +〒￥ 300]

No. 16(1971): Tertiary Molluscan Fauna from the Yakataga District and Adjacent 
Areas of Southern Alaska. By S. Kanno [￥ 4.200 +干￥ 300]

No・ 17(1973; reprinted 1980): Revision of Katajiro Yokoyama' s Type Mollusca 

from the Tertinry and Quaternary of the Kanto Area. By K. Oya田a

[￥ 4.700 +〒￥ 300]
No. 18(1974): Silurian Tr.ilobites of japan in Co皿parison wi th Asian. Pacific 

and other Faunns. By T. Kobaynshi & T. lIamada[ ￥ 3.700 +〒￥ 300]
N~ 19(1976): Bivalve Faunas of the Cretaceous lIimenoura Group in Kyush~ 

By M. Tashiro [￥ 3.300 +〒￥ 300]

N~ 20(197?): Devonian Trilobites of japan in Co阻parison wi th Asian. Pncific 
and other Faunas. By T. Kobnyashi & T. lIamadn [￥ 5.500 +〒￥ 300]

No. 21(1977): Kis-Cretaceous Events --lIokknido Sy皿 posiu皿. 1976ー. By T. 
Katsumoto (org. ) [￥ 4.400 十干￥ 300]

No. 22(1978): Bibliography of Palaeontology in jnpnn. 1961 ー 1975. By K. Kanmera 

品 11. Ujiie [￥ 5.500 +干￥ 300]

No. 23(1980): Carboniferous Trilobites of japan in Comparison with 曹 i th As ian. 
Pacific nnd other Fnunas. By T. Kobaynshi & T. lIamnda [￥ 5.000 十干￥ 300]

No・ 24(1981): Per皿 ian Conodont Biostratigraphy of japan. By H. Igo[ ￥ 3.900 + 
干￥ 300]

No. 25(1982): Multidisciplinary Research in the Upper Cretaceous of the Monobe 

Area. Shikoku. By T. Matsumoto & M. Tashiro [￥ 5.000 +干￥ 300]
No. 26< 1984): Perminn TriJobites of japnn in Comparison with Asian. Pacific and 

other Faunas. By T. Kobayashi & T. lIamada [￥ 5.000 +干￥ 300]

No. 27(1984): Some Ammonites from the Cnmpanian (Upper Cretaceous) of Northern 
lIokknido. By T. Mntsu゚loto [￥ 6.000 +干￥ 300]

No. 28( 1985): Bibliography of Pnlaeontology in jnpnn. 1976-1980. By T. Kase & 
K. Asama [半 3.300 +干￥ 300]

No. 29(1986): japanese Cenozoic Molluscs ーTheir Origin and lIigration. By T. 

Kot aka et al. [￥ 10.000 +干￥ 350]
No. 30(1988):A lIonograph of the Puzosiidae <Ammonoidea) fro皿 the Cretaceous of 

Hokkaido. By T. lIatsumoto [￥ 6 、 300 +干￥ 300]



化石の科学
日本古生物学会編集/85f1J 136頁(カラー69 貞)・定価7004円
本書は， EI -1三世:生物'γ:会が古 '1 物の一般的な作放を目的として制"i 集したもので\数多くの興味
ある化引のカラ _~I/ 11 [. を '1' 心に，わかりやすい解，況をつけた。 内容は三膏11に分かれ，第 1 部で
は化引とはどのようなものか，第 2 庁11 では l'i 'i'.物の営んできた生命現象.第 3 告11では化石を通
して多くの隣接する棋礎科γ:や現'九の続消活動にらえた :j~~，.~(などが解 If~止されている。その大半
がわが同のオ') ;，:ナルな研究の制介であリ 1，企新の動 I{'J へのよき人門，13 ともな勺ている。

図説古生態学
森下 晶・糸魚川淳ニ著/85f1J 180頁・定価5768円
市生態学は， I!j 'I~物の生態すなわち古生物と生活環境の相互関係を研究する古生物学の一分野

で，過去の I~ 然環境と生物群集の生活様式をダイナミックに科学する学問である。本書は，写
真と図表を多数!日 L、ながら.第 I 音11で古生態学の基礎知識を簡潔・平易に解説し，第 II部で群

集古生態学や仰H本市生態学のf91J，フィールド観察などの出生態学の実際的内容について，初心

者でも谷易にJ!I[解できるように配慮し，図説的に興味深〈解説した古生態学の入門書である。

古生物百科 典
スチール・ハーベイ編/小畠郁生監訳/85判 256頁・定価 16480円
英国の Ifi斗物γ': .r，. H. スチール博士と A.P ハーベイ向上の制集のもとに第一線の研究者23名が
共同執筆した・'The Encyclopaedia of Prehistoric Life" の日本語版。内容は古生物学全般に
わたり，専門研究者が利用できる高いレベルを保ちながらも，化石などに関心をもっ多くの人
びとが楽しみながら興味深〈読めるように配慮された百科事典。この事典によって，過去の生

物へのつきぬ魅力におかれ.地球と生物の現イ1: および未来について多くの示唆が得られよう。

古脊椎 物図鑑
鹿間時夫著/薮内正幸挿図/85判 224頁・定価9064円
恐竜やマンモスのような l' 大動物への興味の Î~':j まリから，近年古生物全般の形態や生態への関

心が深まってきておリ.それらに関する絵や解説も多いが，学術的な意味での正確な紹介はほ
とんどない ο 本.'!:'ム魚、知から日前乳類まで古脊維動物 337 純をとりあげ，比較解脊IJ学的立場か

ら，動物細1治的iの格!成・級内正幸のイラストによる正確で車内級な復元|苅を拘げるとともに.対

I{'J 頁に興時深い解E況を同己したわが|壬|初の閃鑑である l

日本化石図譜植物化石図譜
鹿問時夫著/85半IJ 296頁・定価 15450円
日本における化石をほとんど制維し， 多数の図版を

もって構成した名者。初版刊行後の新知l見を加えた

増訂版。(内容〕化石/東亜における化石の時代分

布/化石の時代分布表/東亜の地質系統表/化1î図
版とその説明/化石の形態に|期する術語。

遠藤隆次著/85*'J 328頁・定価 15450円
先カンブ')ア紀からiJlift'1世・までの各地質時代に生育
した l塗 1..および海生の耐納一物化石について.その稜

属・分11' ・ I'i 地主!!・ 1主主í. fl民・進化の動I{'出ーどを. 多数
の図版を用いて詳述した，わが国ではじめての植物

化石図説。好評の『日本化石図譜』の姉妹書。

定価はj肖 'l~税込みです。

===、雷;a ~ 唖量暑 r量E 干 162 東京都新宿区新小)11町6-29/振替東京6-8673
....畠田 E置 喧畢 M右電話 (03)260-0141 (代)・営業部(閃)260-7631 (代).__. -...... .ーー・ ーー・ 帽司 〔本品名ご記入向上お申込次第総作図書 11録進呈]



プレシオザウルスの化石砂

(全長約3 . 6 m) 

Plesiosaurus sp. 

ジュラ紀一Lias

L yme Legis, Dorset, 

イギリス

￥ 7 ， 000 ， 000 

-ァンモナイト一￥400- ・三葉虫一￥ 500-

・鮫の歯 一￥ 250- ・魚の化石一 ￥ 400-

‘ヤモリ入り琉泊
(約3 . 6 X2 .4cm) 

Amber in gecko 

第三紀一 Oligocene

Santiago，ドミニカ

￥ 3 ， 000 ， 000 

等，その他，外国産化石を各種，格安にて取り揃えております。

御注文により，調達，御予約も承ります。

近くまで御越しの折には是非お立ち寄り下さい。

輸入化石・鉱物

株式会社テラノ、ウス
干 151 東京都渋谷区代々木ト32・ l 第 3宝山ビル4F
TEL 03 ・ 320・ 1505 ( FAX 共通)

山手線代々木駅・代々木ゼミナ-)レ側改札口を出て、
自の前、‘牛井の吉野家。のビJレ4階



海と島の博覧会協賛

『恐竜シンポジウム』へのご案内

本年 7月 8 日から 114 日聞にわたり広島

県内の瀬戸内海を舞台に繰り広げられる

ド 89 海と島の博覧会・ひろしま」の
会期中、その一部として「中国自貢心仁{ も 」耗rr~
恐竜化石の展示」を行います。この展示品の中には最近中国間川省で発
掘されたオーメイサウルスほか多くの恐竜化石が含まれています。
さて、この「恐竜化石展Jにさきがけて、このたび中国からも専門家を

招き“恐竜ーなぜ滅んだか一"を中心テーマとして下記のとおり『恐竜シ
ンポジウム』を開催いたします。恐竜についての新しい知識を得るには
まことによい機会と仔じますので、多くの方のご参加を希望いたします。
(入場無料)

日 時:平成元作 7 月 2 H(U) 10:00-15:30 

場 所:広島悶際会議場(広島市中氏中島町平和公開内)

内 界: <午前の郎> 普及講演会 10:00-12:00 

日本側一長谷川持手11 横浜 l司立大学教授

rþ悶側一何 13禄成部地質学院教授

<午後の部> パネルディスカッション 13:00-15:30 

日本側 長谷川許和横浜国立大学教授

木村達明 前東京学芸大学教授

111 代 11:之

仲村雄二

tll [~I <<tIJ 一一 {riJ {元禄

問 Llt武

lfhar I 人彦

高知!大学教授

広島大学教授

成部地質学院教授

前慶自然博物館副館長

自民恐竜博物館副館長

主 催: r恐竜シンポジウム』実行委員会〔広島県、(財)' 89 海と鳥
の博覧会協会、中関新聞社〕

申し込み: ~'恐竜シンポジウム』参加ご希望の方は、ハガキに住所、氏
名、年令をご記入のうえ、下記にお申し込み下さい。
干 730 広島市中区土橋町 7 -1 

巾国新聞社事業局『恐竜シンポ』係
TEL 082-236-2244 



マイクロスライドキャビネ ッ ト~よ 〔有孔虫スライド500枚用 〕 標準フルイ

ビック型 酌
ハンマ一 本

(ナ f ロ ン柄 )

600g , 850g 

有孔虫スライド各種

古環境・地質時代の解明に

i Mサイ ズ!
"メ ッ ン ユ

EE彊四i面面蚕画面三重
- 岩石 ・ 土壌 ・ 泥炭 ・ 石炭等の花粉分析

'l'f外保 J[;Z・ JJû人l採 J [ l( ・海外収J[;Z，iI\f ' I の 化粉分析ーによる 地質H射に ・ }(・1 /;-: の I';J 之

- 試錐 コ アの花粉分析
iElI 回・カ ス回 ・ 炭田 な ど鉱床地域・ 土木建設の試錐コア を花粉j習 Ji戸 より解析

. 王圭藻 ・ 有孔虫分析 材 ・ 種実化石同定

・ 鉱物分析 ・ れ石同定 ・ 土壌化学分析

・ 研究調査用 f雨易試錐 ・ 岩石薄片作製

. ケロジェン分t斤

・ 肝外地質 ・ 他生調査

・ その他学術研究協力
遺跡調査 - 空中花粉分イl i ， U司代そ の 他

パリノ・サーヴ‘ェイ株式会社
本 社干103 東京都中央区 日本橋室田T2- 1 (三井ビル内 ) fi ( 03 ) 241-4566 FAX 03-241-4597 

研 究 所〒37 5 群馬県藤岡市岡 之郷 戸 崎 5 5 9 -3 fi ( 0274 ) 42 匂 8129 FAX0274-42-7950 



大理石村への

お誘い

新しいアート・ビリジ 「大理石村 」が今年 6 月群馬県吾妻郡高山村

の ロマンティック街道沿 L吋中山峠〉に開館します 。 サンポウアート

は、イタリアンモ ダンア ー トを中心に世界の石の ア ート および鉱物

や化石を集めた 、 まったく新しいア ート・ビリジです。楽しさあふ

れるア ー ト ・ ビリジへお気軽にご来館くださいませ。

-
展
示
石
材
の

部
・

直
角
員
(
軟
体
動
物
)
の
化
石
」

〔 営業内容〕

各車E石材の輸入 ・ 石材を坪l いた建

築や造営物の設計 ・加工 ・ 胞工、墓

石 ・ 25: 圏諸設備の胞工 ・販売、石材

加工品 ・ 仏恩・仏具 ・村1 具 ・ 鉱物・

化石僚本などの販売

JAlJP@ ART 
25 サンポウアート 本社・鈴鹿黒君田市屋f!~原町 1407 H027B-22 ち 3 23代

大理石村 ・ ~，馬県吾妻郡高山何中山5583 合0279- 63 -2231 111::

社長
大理石村村長
展示指導

平井良明
白井芳 松
自然史科学研究所



町

中国古地理図集
中園地質科学院地質研究所

武漢地質学院
編輯 王鴻禎主編

地図出版社・ 10，800円
84平1]/227頁(図版143頁)/精装(中英文対照)

・本図集は《古地理図、古構造園、露頭分布図、生物古地理図、柱状断面図、

堆積示意断面図》を各時代に附し【先カンブリア紀~新生代第四紀】までを

系統的に紹介している。[地名索引/各紀地層名称索引附]

-中国・香港・台湾出版の自然科学図書専門

(自然地理、気象、地図、地質古生物、動植物、農業、中草薬 etc.)

・科学出版社、地質出版社をはじめ地方の科技出版社の図書の取り扱い。

・新刊案内ご希望の方は御一報下さい。

P留意モト
CHUGOKU SHOTEN, Tokyo 

⑤178 東京都練馬区東大泉6-50-9

TEL & FAX (03) 9 2 4 -5 8 6 8 
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日オ豆 b 昌三キ勿今主孟主主人』孟主主司ヨ主ム幸嘗

日本学会事務センター内

干 113 東京都文京区弥生 2-4-16

現住所

所属機関〈在学校名〉・現職(学年)

所属機関の所在地

連絡先

専門

最終学歴年月

ローマ字

生年月日

参考事項〈主要な研究業績・他の所属学会等)

推薦者(本会会員 2 名〉

氏名 および署名または捺印 所属または住所

2. 

本会の会則を了承し、日本古生物学会に入会を申し込みます。

入会申込者 署名(捺印〉

日付 1 9 生一一旦 日



“化石"パックナンパーの在庫

(価格は送料込み)

〔増刊号〕コロキアム:化石硬組織内の同位体...・H・....・ H ・.....・H ・....・H ・...・ H ・....・ H ・......…H ・H ・...…....・H ・.. (1000 円)

(13 号〕マラヤ・タイ国産古植物化石，古生物分類の理論と方法，その他…H・H・.....・H ・...・H ・....・H・...…… (500 円)

(16 号〕ダニアン問題，鮮新統・漸新統論考，その他・H・H・.....・H ・....・H・-……...・H・..… H ・H・...… H ・H・...… (500 円)

(17 号〕シンポジウム“日本新生代貝類化石群の時空分布(そのー)"，その他…...・H・....・H・-……H・H ・... (600 円)

(18 号〕シンポジウム“日本新生代員類化石群の時空分布(その二)"，その他…H・H・...・H・.....・H ・.....・H ・.. (600 円)

(21 号〕シンポジウム“化石硬組織内の同位体"，その他…H・H・...・H ・H ・H・..…...・H ・.....・ H ・.....・H ・.....・H ・.. (800 円)

(22 号〕特集“中国地方新生界と古生物"……....・H・.....・H ・.....・H ・.....・ H ・.....・H ・.....・H・..…...・H ・.....・H ・...・ (800 円)

(23 ・ 24 号〕特集“化石硬組織内の同位体(第 3 回シンポジウム)"，その他…...・H・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.. (1600 円)

(25 ・ 26 号〕シンポジウム“古植物の分布とその問題点ぺその他……H・H・......・H・.....・H ・....・H ・.....・ H ・... (1600 円)

(27 号〕深海底堆積物中の炭酸塩溶解量の測定，その他 H・H・…H ・H ・.....・ H ・...・H ・.....・H ・........・H ・....・H ・... (1700 円)

(28 号〕太平洋側と日本海側の新第三系の対比と編年に関する諸問題，その他 H・ H ・...・H ・.......・H ・...・H ・.. (1900 円)

(31 号〕本邦白亜系における海成・非海成層の対比，カキの古生態学 (1) …H ・ H・...・H・..…...・H・..…・H ・H ・.. (1500 円)
(32 号〕四万十帯のイノセラムスとアンモナイト，カキの古生態学 (2) ・H ・H・.....・H ・.....・H・..…H ・H ・...・H ・.. (1500 円)

(33 号〕ジャワの貝化石，三畳紀 Monotis， その他....・H・....・H ・....・H ・......・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・.....・ H ・... (1500 円)

(34号〕進化古生物学の諸問題，その地・H ・H ・...・H・-・…H ・H ・....・H ・H ・H ・...・H ・....・ H ・H ・ H ・......・ H ・..…...・H ・..… (1500 円)

(35号〕後期三畳紀二枚貝 Monotis の古生物学的意義その他・H ・H ・...・ H ・.....・H ・..….....・H ・.....・H ・H ・H ・.... (1500 円)

(36号〕中山層貝化石，放散虫チャートの起源，異常巻アンモナイト，その他・H ・ H ・......・H ・....・ H ・-…H ・H ・-・ (1500 円)
(37号〕創立 50 周年記念号.付:会員名簿・H ・ H ・H ・ H ・.....・ H ・..…...・H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・H ・ H ・...ー (2000 円)

(38号〕北海道小平地域北東部上部白亜系の化石層序学的研究，その他…H ・H・...・ H ・...・ H・-…...・H ・...・ H ・..... (1500 円)
(40号〕ジュラ紀・白亜紀境界付近における放散虫化石群の変化，その他H・H・...・H ・...・H ・ H ・H ・...・H ・.....・H ・ .(1500 円)

(41号〕西南日本白亜系の古地理と古環境，その他…・H ・H ・...・H・H ・ H ・...・H ・...・H ・....・ H ・...・H ・H ・H・..…H ・H ・... (1500 円)

(42号〕青森県尻屋層群の放散虫年代，その他.........・H・........・H ・.....・H・..……H ・H ・...・H・..…...・H・..……・・ (1500 円)

(43号) Cyrtocapsella 彪trapera Haeckel (Radiolaria) の頭部数室の微細構造，その他・…，…・・H ・H ・....・ H ・. (1500 円)

(44号・〕日本産のフジツボ類の時空分布，その他…...・H・....・ H ・ H ・H ・...・H ・..…...・H ・..…...・ H ・.....・ H ・ H ・ H・..… (1500 円)

(45号・〕日本経 Glossaulax (Gastropoda: Naticidae) の進化，その他 …...・H ・.....・ H ・....・ H ・...・ H ・.....・H ・.. (1500 円)
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